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間
省
略
登
記
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て
の
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干
の
考
察
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一
、
序
　
　
　
説

　
e
　
物
権
が
、
甲
ー
乙
f
丙
と
移
転
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
間
者
乙
へ
の
登
記
を
省
略
し
て
、
甲
か
ら
直
接
丙
に
移
転
登
記
を
す
る
の
が
、

中
間
省
略
登
記
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
実
は
、
よ
り
厳
密
な
吟
味
が
必
要
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
、
こ
の
よ
う
に
言
つ
て
お
く
）
．

　
中
間
省
略
登
記
で
は
、
丙
が
現
に
物
権
者
で
あ
る
と
い
う
、
物
権
の
現
状
に
は
符
合
す
る
け
れ
ど
も
、
甲
か
ら
乙
、
乙
か
ら
丙
へ
と
行
な
わ
れ

た
、
物
権
移
転
の
過
程
に
は
符
合
し
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
⇔
　
こ
の
よ
う
な
、
中
間
省
略
登
記
は
、
現
実
に
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
は
、
甲
丙
間
に
直
接
物
権
移
転
が

　
　
　
中
間
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記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
　
一
　
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
二
　
）

行
な
わ
れ
た
よ
う
な
外
観
を
よ
そ
お
つ
た
登
記
申
請
が
、
甲
丙
共
同
で
な
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
（
申
請
書
類
の
上
で
は
乙
は
全
く
現
れ
て
こ
な
い
）
。
わ

が
国
の
制
度
で
は
、
登
記
官
に
形
式
的
審
査
権
し
か
与
え
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
申
請
に
応
ず
る
登
記
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
も
う

一
つ
の
場
合
は
、
丙
が
直
接
甲
に
対
し
て
、
登
記
申
請
に
協
力
す
べ
き
こ
と
を
訴
求
し
、
こ
れ
を
認
容
す
る
判
決
（
ど
ん
な
場
合
な
ら
認
容
さ
れ
る
の

か
が
大
問
題
な
の
だ
が
）
に
よ
つ
て
、
登
記
が
申
請
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

　
㊧
　
で
は
、
中
間
省
略
登
記
に
は
、
わ
が
民
法
お
よ
び
不
動
産
登
記
法
の
原
則
か
ら
み
て
、
そ
も
そ
も
、
ど
ん
な
間
題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
ま
ず
、
①
す
く
な
く
と
も
本
来
の
建
前
と
し
て
は
、
登
記
は
物
権
変
動
の
過
程
を
忠
実
に
反
映
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
民
法

〔
一
七
七
条
〕
や
不
動
産
登
記
法
Ω
条
〕
が
権
利
の
変
動
を
登
記
す
べ
き
も
の
と
し
、
登
記
簿
に
は
、
「
登
記
原
因
」
が
記
載
さ
れ
る
〔
不
登
五
一
条
二
項
〕
こ
と

か
ら
し
て
も
）
に
反
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
②
右
と
関
連
す
る
が
、
わ
が
国
で
は
登
記
に
公
信
力
が
な
い
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
、
取
引
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
物
権
変
動
の
過
程
を
遡
つ
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
調
査
の
便
宜
の
た
め
に
も
、
登
記
が
物
権
変
動
の
過
程
を
忠
実

に
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
中
間
省
略
登
記
で
は
、
登
記
簿
の
こ
の
機
能
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
右
の
建
前
を
貫
徹
さ
せ
て
、
中
間
省
略
登
記
を
す
べ
て
無
効
だ
と
し
て
し
ま
う
と
、
現
に
真
実
、
物
権
を
持
つ

丙
や
、
更
に
そ
れ
か
ら
の
真
実
の
転
得
者
丁
の
利
益
を
害
し
、
か
え
つ
て
取
引
の
安
全
に
反
す
る
結
果
と
な
つ
て
し
ま
う
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
が
、

中
間
省
略
登
記
の
間
題
を
む
ず
か
し
く
し
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な
お
、
登
録
免
許
税
は
、
か
な
り
高
率
だ
し
、
中
間
者
乙
が
、
転
売
め
あ
て

の
取
得
者
で
あ
る
取
引
も
多
い
か
ら
、
現
実
問
題
と
し
て
、
当
事
者
の
中
間
省
略
登
記
へ
の
意
欲
を
お
さ
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
中
間
省
略

登
記
に
関
す
る
判
例
の
多
い
こ
と
も
、
そ
の
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
大
審
院
・
最
高
裁
判
所
の
主
流
的
判
例
の
変
遷

e
　
さ
て
、
中
間
省
略
登
記
に
関
す
る
若
干
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
る
に
当
つ
て
、
先
ず
、
大
審
院
お
よ
び
最
高
裁
判
所
の
判
例
の
う
ち
で
主
流



的
と
み
ら
れ
る
も
の
の
変
遷
の
跡
を
、
簡
単
に
回
顧
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
作
業
は
、
従
来
も
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
そ
の
概
要
を
記
す
に
と
ど
め
る
（
特
に
大
審
院
判
例
に
つ
い
て
は
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
間
省
略
登
記
に
関
す
る
、
大
審
院
・
最
高
裁
の
判
例
の
主
流
的
変
遷
を
．
あ
え
て
一
言
で
言
え
ば
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
①
古
い
時
代
の
無
効
説
か
ら
、
②
後
掲
〔
1
〕
判
例
を
転
回
点
と
し
て
、
有
効
説
に
変
つ
た
わ
け
だ
が
、
③
た
だ
、
常
に
当
然
に
有

効
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
甲
乙
丙
三
者
の
合
意
、
な
い
し
甲
丙
の
合
意
に
つ
い
て
の
乙
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
、
そ
れ
以
後
の
判
例
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
、
④
さ
ら
に
、
後
掲
〔
2
〕
判
例
に
よ
つ
て
、
中
間
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
理
由
が
明
示
さ
れ

て
か
ら
、
こ
れ
が
定
着
し
て
戦
後
に
至
り
、
⑤
後
掲
〔
3
〕
判
例
に
よ
つ
て
、
右
③
④
に
若
干
の
修
正
が
な
さ
れ
た
（
た
だ
し
、
中
間
省
略
登
記
の
請
求

に
つ
い
て
は
、
後
掲
〔
4
〕
判
例
の
通
り
、
甲
と
乙
の
同
意
を
要
す
）
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
い
か
な
る
事
案
に
お
い
て
、
誰
が
誰
に
対
し
て
、
ど
ん
な
請
求
を
し
た
の
か
、
の
差
に
よ
り
、
か
な
リ
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
判
例
が
、
時
代
の
経
過
に
つ
れ
て
整
然
と
変
遷
し
て
来
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

　（1

）

な
い
。

　
⇔
　
次
に
、
主
要
判
例
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

〔
1
〕
　
大
審
院
大
正
五
年
九
月
一
二
日
判
決
（
嘱
繊
鰭
瀬
）

　
本
件
の
事
案
そ
の
も
の
は
、
中
間
省
略
登
記
の
請
求
と
か
中
間
省
略
登
記
の
抹
消
で
は
な
い
。
土
地
が
、
甲
－
乙
－
丙
と
売
買
さ
れ
、
乙
丙
間

で
は
代
金
支
払
を
、
甲
か
ら
丙
へ
の
中
問
省
略
登
記
と
引
換
に
す
る
と
い
う
特
約
が
あ
つ
た
（
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
は
甲
乙
丙
三
者
の
合
意
が
あ
つ

た
も
の
の
如
し
）
。
乙
は
、
約
束
の
期
日
に
登
記
申
請
の
準
備
を
と
と
の
え
履
行
の
提
供
を
し
た
が
、
丙
は
代
金
を
支
払
わ
な
か
つ
た
。
乙
が
契
約

に
基
づ
い
て
違
約
金
を
請
求
し
た
の
に
対
し
て
、
丙
は
、
中
間
省
略
登
記
を
目
的
と
す
る
契
約
は
無
効
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
乙
の
履
行
の
提

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
（
三
　
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
四
）

供
も
無
効
だ
と
主
張
し
た
。
大
審
院
は
、
中
間
省
略
登
記
も
「
之
ヲ
無
効
ナ
リ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
得
ズ
．
蓋
シ
斯
ル
登
記
ト
錐
モ
不
動
産
二
関
ス
ル

現
在
ノ
真
実
ナ
ル
権
利
状
態
ヲ
公
示
シ
登
記
ノ
立
法
上
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ニ
足
ル
ヲ
以
テ
法
律
ノ
許
ス
所
ナ
ル
コ
ト
明
瞭
ナ
レ
バ
ナ
リ
。
故
二
斯

ル
登
記
ヲ
為
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
ル
契
約
ハ
有
効
ニ
シ
テ
、
又
其
当
事
者
ノ
一
方
ガ
相
手
方
二
対
シ
テ
斯
ル
登
記
ヲ
為
ス
ニ
必
要
ナ
ル
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ヲ
為
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
通
知
シ
テ
催
告
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
這
ハ
弁
済
ノ
提
供
ト
シ
テ
有
効
ナ
ル
コ
ト
言
ヲ
竣
タ
ズ
」
と
判
決
し
た
。

〔
2
〕
　
大
審
院
大
正
二
年
三
月
二
五
日
判
決
（
顎
肇
酪
箆
）

　
土
地
が
、
甲
－
乙
ー
丙
と
売
買
さ
れ
た
が
、
登
記
名
義
は
依
然
と
し
て
甲
に
な
つ
て
い
た
の
で
、
甲
丙
間
に
中
間
省
略
登
記
を
す
る
特
約
が
成

立
し
た
。
こ
の
特
約
に
基
づ
き
丙
が
甲
に
対
し
登
記
手
続
を
せ
よ
と
訴
求
し
た
．
原
審
は
丙
の
請
求
を
認
め
た
の
に
対
し
、
甲
は
、
こ
の
よ
う
な

特
約
は
公
の
秩
序
に
反
し
無
効
だ
と
主
張
し
て
上
告
し
た
。
大
審
院
は
、
前
記
〔
1
〕
判
例
等
を
引
用
し
て
中
間
省
略
登
記
も
無
効
で
は
な
い
と
判

示
し
、
さ
ら
に
「
右
甲
丙
間
ノ
直
接
登
記
ヲ
為
ス
場
合
二
於
テ
乙
ノ
同
意
ヲ
必
要
ト
ス
ル
所
以
ハ
如
何
。
他
ナ
シ
、
乙
ハ
其
ノ
取
得
シ
タ
ル
不
動

産
ヲ
転
売
シ
テ
其
ノ
所
有
権
ヲ
失
フ
モ
、
先
ヅ
自
己
ノ
所
有
権
ノ
取
得
登
記
ヲ
為
シ
テ
其
ノ
取
得
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
メ
タ
ル
後
転
得
者
丙
二
対
シ
テ

転
売
二
因
ル
所
有
権
移
転
登
記
ノ
義
務
ヲ
尽
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
転
売
二
因
リ
テ
自
己
ノ
登
記
請
求
権
ヲ
喪
失
セ
ザ
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ベ
ク
…

若
シ
乙
ノ
承
諾
ヲ
得
ズ
シ
テ
直
接
登
記
ヲ
為
シ
得
ル
モ
ノ
ト
セ
バ
、
此
ノ
乙
ノ
有
ス
ル
権
利
ヲ
害
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
ク
、
殊
二
乙
ガ
丙
ヨ
リ
売
買
代

金
ヲ
受
領
セ
ザ
リ
シ
為
、
丙
ト
ノ
売
買
契
約
ヲ
解
除
シ
タ
ル
場
合
ノ
如
キ
ハ
乙
ハ
不
動
産
ノ
所
有
権
ヲ
回
復
シ
タ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
直
二
甲
二
対
シ
テ

所
有
権
移
転
登
記
手
続
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ノ
不
利
益
ヲ
被
ム
ル
ニ
至
ル
ベ
キ
ガ
故
ナ
リ
。
従
テ
乙
ノ
同
意
ヲ
得
ズ
シ
テ
為
シ
タ
ル
甲
丙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

間
ノ
所
有
権
移
転
登
記
ノ
契
約
ハ
無
効
ナ
リ
」
、
と
し
て
、
破
棄
差
戻
し
の
判
決
を
し
た
．

　
以
後
、
こ
の
考
え
方
が
定
着
し
、
し
た
が
つ
て
、
中
間
者
乙
の
同
意
の
な
い
中
間
省
略
登
記
は
、
無
効
で
あ
り
、
乙
は
そ
の
抹
消
を
請
求
で
き

る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
（
た
と
え
ば
、
大
判
昭
和
八
年
三
月
一
五
日
民
集
二
一
巻
四
号
三
六
六
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
間
者
乙
の
同
意
を
必
要
と
す
る
理
由
が
、
〔
2
〕
判
例
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
①
乙
の
甲
に
対
す
る
登
記
請
求
権
の
尊
重
、
②
乙
丙



間
の
契
約
解
除
の
場
合
の
乙
の
利
益
保
護
、
に
あ
る
な
ら
ば
、
も
し
乙
に
、
不
利
益
を
か
け
な
い
限
り
（
ま
た
は
乙
の
利
益
を
無
視
し
て
も
よ
い
場
合
）
．

乙
の
同
意
な
し
に
な
さ
れ
た
中
間
省
略
登
記
も
有
効
で
あ
り
、
乙
は
抹
消
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
し
て
も
、
さ
し
つ
か
え
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
。
こ
の
答
が
次
の
〔
3
〕
判
例
で
あ
る
。

〔
3
〕
　
最
高
裁
昭
和
三
五
年
四
月
二
一
日
〔
一
小
〕
判
決
（
服
煉
陛
畑
瞠
ハ
）

　
や
や
複
雑
な
事
案
だ
が
、
極
端
に
簡
略
化
す
れ
ぽ
、
未
登
記
の
家
屋
が
、
甲
ー
乙
ー
丙
と
譲
渡
さ
れ
、
さ
ら
に
丙
は
、
戊
と
丁
と
に
二
重
譲
渡

し
た
が
、
登
記
は
、
中
間
者
（
乙
お
よ
び
丙
）
の
明
示
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
甲
が
保
存
登
記
を
し
て
、
甲
よ
り
直
接
丁
に
移
転
し
た
事
案

で
あ
る
。
乙
は
、
丙
が
戊
と
丁
と
に
二
重
譲
渡
し
た
こ
と
を
聞
き
、
そ
の
譲
受
人
の
一
人
戊
を
正
当
の
権
利
者
と
解
し
、
戊
に
責
任
を
感
じ
て
、

戊
名
義
の
登
記
を
実
現
す
る
た
め
、
甲
－
丁
登
記
に
自
分
が
同
意
し
て
い
な
か
つ
た
か
ら
、
甲
－
丁
登
記
は
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
甲
！
丁

登
記
の
抹
消
を
訴
求
し
た
。
最
高
裁
は
、
乙
は
、
甲
よ
り
「
本
件
家
屋
を
未
登
記
の
ま
ま
承
継
取
得
し
て
自
ら
所
有
す
る
期
間
こ
れ
を
登
記
し
よ

う
と
し
た
こ
と
も
な
く
、
登
記
方
を
他
人
に
依
頼
す
る
こ
と
も
な
く
、
未
登
記
の
ま
ま
何
ら
不
満
を
感
ぜ
ず
経
過
し
、
こ
れ
を
丙
に
譲
渡
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

当
つ
て
も
、
単
に
所
有
権
を
与
え
て
そ
の
対
価
を
収
得
す
る
こ
と
を
も
つ
て
満
足
し
、
不
動
産
を
何
人
の
名
を
も
つ
て
保
有
登
記
を
な
す
や
等
既

登
記
不
動
産
と
す
る
点
に
関
し
て
は
毫
も
関
心
な
く
、
話
題
と
な
す
こ
と
も
な
か
つ
た
こ
と
及
び
乙
は
自
己
名
義
を
登
記
に
登
載
す
る
こ
と
を
要

す
る
が
ご
と
き
利
益
も
ま
た
何
ら
な
か
つ
た
こ
と
」
で
あ
り
、
ま
た
本
訴
提
起
の
動
機
も
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
た
上
、
「
か
か

る
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
原
審
が
、
丁
と
戊
と
い
ず
れ
が
法
律
上
の
保
護
に
値
す
る
か
ど
う
か
は
同
人
ら
の
訴
訟
の
結
果
に
よ
る
べ
き
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へ

で
あ
り
、
乙
に
は
本
件
登
記
の
抹
消
を
訴
求
す
る
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
利
益
を
認
め
が
た
く
、
本
訴
請
求
は
失
当
で
あ
る
と
判
示
し
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

正
当
で
あ
る
」
と
判
決
し
た
（
担
当
裁
判
官
、
入
江
俊
郎
、
斎
藤
悠
輔
、
高
木
常
七
の
各
氏
．
傍
点
筆
者
）
．
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本
判
決
で
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
中
間
者
乙
が
、
中
間
省
略
登
記
の
抹
消
を
求
め
る
正
当
な
利
益
を
欠
く
と
き
は
、
右
抹
消
請
求
は
許
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

い
、
と
の
法
理
が
、
中
間
省
略
登
記
の
請
求
に
関
し
て
も
応
用
さ
れ
得
る
か
否
か
が
、
問
題
と
な
つ
た
の
は
、
次
の
〔
4
〕
判
例
で
あ
る
。

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
五
　
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
六
》

〔
4
〕
　
最
高
裁
昭
和
四
〇
年
九
月
二
一
日
〔
三
小
〕
判
決
（
顎
藻
企
軌
蜷
駄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
A
所
有
の
建
物
（
住
宅
）
に
つ
い
て
、
B
の
た
め
に
、
代
物
弁
済
予
約
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
が
な
さ
れ
た
後
、
当

該
建
物
の
所
有
権
が
、
Y
（
A
の
娘
）
に
譲
渡
さ
れ
た
（
登
記
上
は
売
買
に
よ
り
）
。
そ
の
後
、
X
（
本
件
家
屋
の
一
部
の
賃
借
人
）
が
、
B
か
ら
右
仮
登

記
の
権
利
を
譲
受
け
て
、
附
記
登
記
を
了
し
た
（
B
が
所
有
権
取
得
の
日
よ
り
約
一
年
六
ヶ
月
後
）
。
X
は
、
Y
に
対
し
て
、
ω
本
位
的
請
求
と
し
て
、

所
有
権
移
転
登
記
を
請
求
し
、
ま
た
＠
予
備
的
請
求
と
し
て
、
X
が
仮
登
記
に
基
づ
い
て
本
登
記
を
す
る
に
つ
い
て
、
Y
の
同
意
を
求
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
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ち
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本
位
的
請
求
の
原
因
と
し
て
は
、
①
B
と
Y
と
の
間
で
、
A
の
B
に
対
す
る
債
務
を
物
上
的
に
保
証
す
る
た
め
代
物
弁
済
予
約
が
結
ば
れ
、
後

に
こ
の
予
約
が
完
結
さ
れ
て
、
本
件
建
物
の
所
有
権
は
B
に
移
転
し
、
さ
ら
に
X
は
、
B
よ
り
こ
れ
を
買
受
け
て
代
金
を
完
済
し
た
（
所
有
権
は
、

A
－
Y
－
B
l
X
と
移
転
）
、
②
仮
り
に
、
B
Y
間
に
右
の
契
約
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
A
B
間
の
代
物
弁
済
予
約
の
完
結
に
よ
つ
て
、
B

は
A
よ
り
、
本
件
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
さ
ら
に
、
X
は
B
よ
り
買
受
け
た
（
所
有
権
は
、
A
l
B
－
X
と
移
転
）
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
一
審
（
神
戸
地
裁
昭
和
三
八
年
四
月
一
五
日
）
で
は
、
X
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
請
求
が
認
容
さ
れ
た
が
、
Y
が
控
訴
。
控
訴
審
に
お
い
て

は
、
X
は
、
前
示
の
予
備
的
請
求
を
追
加
し
た
が
、
全
面
的
に
X
敗
訴
（
大
阪
高
裁
昭
和
三
九
年
五
月
二
二
日
判
決
）
。
X
は
上
告
。
上
告
理
由
に
お

い
て
は
、
前
記
〔
3
〕
判
例
“
最
高
裁
昭
和
三
五
年
四
月
二
一
日
を
引
用
し
、
ま
た
、
中
間
者
B
は
、
X
よ
り
代
金
全
額
を
受
領
し
て
い
る
の
で
中

問
省
略
登
記
に
よ
り
害
せ
ら
れ
る
利
益
が
な
い
こ
と
、
な
い
し
、
前
記
仮
登
記
の
附
記
登
記
に
応
じ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
み
て
中
間
省
略
登
記
に

同
意
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
本
件
の
ご
と
き
事
情
の
下
に
お
い
て
、
中
間
省
略
登
記
を
認
め
な
い
の
は
、
経
験
則
・
慣
習

に
反
す
る
こ
と
、
な
ど
を
主
張
し
た
（
予
備
的
請
求
に
つ
い
て
は
、
厳
上
げ
て
い
な
い
）
。

　
最
高
裁
は
、
「
実
体
的
な
権
利
変
動
の
過
程
と
異
な
る
移
転
登
記
を
請
求
す
る
権
利
は
、
当
然
に
は
発
生
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

甲
乙
丙
と
順
次
に
所
有
権
が
移
転
し
た
の
に
登
記
名
義
は
依
然
と
し
て
甲
に
あ
る
よ
う
な
場
合
に
、
現
に
所
有
権
を
有
す
る
丙
は
、
甲
に
対
し
直
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ヤ

接
自
己
に
移
転
登
記
す
べ
き
旨
を
請
求
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
中
間
省
略
登
記
を
す
る
に
つ
い
て
登
記
名
義
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人
お
よ
び
中
間
者
の
同
意
あ
る
場
合
は
別
で
あ
る
。
（
論
旨
引
用
の
当
裁
判
所
判
決
は
、
す
で
に
中
間
省
略
登
記
が
経
由
さ
れ
た
後
の
間
題
に
関
す
る
も
の

で
あ
つ
て
、
事
案
を
異
に
し
本
件
に
は
適
切
で
な
い
．
）
本
件
に
お
い
て
は
、
登
記
名
義
人
の
同
意
に
つ
い
て
主
張
、
立
証
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
、
X
の
中
間
省
略
登
記
請
求
を
棄
却
し
た
原
判
決
の
判
断
は
正
当
で
あ
つ
て
、
不
動
産
登
記
法
に
違
反
す
る
と
の
論
旨
は
理
由
が
な
い
．
ま
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た
、
登
記
名
義
人
や
中
間
者
の
同
意
が
な
い
以
上
、
債
権
者
代
位
権
に
よ
つ
て
先
ず
中
間
者
へ
の
移
転
登
記
を
訴
求
し
、
そ
の
後
中
間
者
か
ら
現

所
有
者
へ
の
移
転
登
記
を
履
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
物
権
変
動
の
経
過
を
そ
の
ま
ま
登
記
簿
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
不
動
産
登
記
法

の
建
前
に
照
ら
し
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
中
間
省
略
登
記
こ
そ
が
例
外
的
な
便
法
で
あ
る
。
右
の
法
解
釈
を
も
つ
て
経
験
則
や
慣
習
に
違
反
し

て
い
る
と
の
論
旨
も
ま
た
理
由
が
な
い
」
、
と
判
示
し
た
（
担
当
裁
判
官
、
田
中
二
郎
、
五
鬼
上
堅
磐
、
横
田
正
俊
、
柏
原
語
六
の
各
氏
。
傍
点
筆
者
）
。

　
X
の
上
告
理
由
に
お
い
て
は
、
中
間
者
B
の
同
意
な
い
し
B
の
利
益
が
害
さ
れ
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
Y
に
、
中
間
省
略
登
記
に

よ
つ
て
害
さ
れ
る
正
当
の
利
益
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
に
つ
い
て
は
、
全
く
ふ
れ
て
い
な
か
つ
た
。
こ
の
点
残
念
な
感
じ
が
す
る
。
も
つ
と

も
、
Y
が
、
第
一
審
で
は
、
Y
B
間
の
契
約
の
堰
疵
（
強
迫
）
と
か
（
第
二
審
で
は
、
公
序
良
俗
違
反
無
効
）
、
A
B
間
の
契
約
の
無
効
（
委
任
状
偽
造
）

と
か
、
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
Y
に
は
中
問
省
略
登
記
に
よ
つ
て
害
せ
ら
れ
る
利
益
が
な
い
、
と
の
構
成
は
、
無
理
で
あ
つ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
と
も
あ
れ
、
本
判
決
の
判
示
が
、
以
後
の
下
級
審
判
決
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
後
に
み
る
通
り
で
あ
る
。

〔
5
〕
　
最
高
裁
昭
和
四
四
年
五
月
二
日
〔
二
小
〕
判
決
（
服
族
毫
聯
ハ
）

　
本
判
決
は
、
中
間
者
に
お
い
て
抹
消
登
記
を
求
め
る
正
当
の
利
益
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
中
間
者
以
外
の
第
三
者
が
、
抹
消
を
求
め
る
こ

と
が
で
ぎ
る
か
に
つ
い
て
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
甲
所
有
の
土
地
を
Y
が
賃
借
し
た
が
、
そ
の
対
抗
要
件
を
具
備
し
な
い
間
に
、
そ
の
土
地
の

所
有
権
は
、
甲
ー
乙
－
丙
と
売
買
に
よ
つ
て
移
転
し
、
乙
の
同
意
な
し
で
、
甲
か
ら
丙
に
中
間
省
略
登
記
が
な
さ
れ
た
。
丙
が
、
所
有
権
に
基
づ

い
て
、
Y
に
対
し
土
地
明
渡
し
を
求
め
た
の
に
対
し
、
Y
は
、
乙
の
同
意
な
し
に
な
さ
れ
た
、
甲
ー
丙
の
中
間
省
略
登
記
は
無
効
だ
と
主
張
し

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
七
　
ゾ



　
　
　
中
問
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
八
　
）

た
。
最
高
裁
は
、
「
中
間
取
得
者
に
あ
た
ら
な
い
Y
が
右
中
間
省
略
登
記
の
無
効
を
主
張
し
て
こ
の
抹
消
登
記
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

判
示
し
た
（
担
当
裁
判
官
、
草
鹿
浅
之
助
、
城
戸
芳
彦
、
色
川
幸
太
郎
、
村
上
朝
一
の
各
氏
）
．
も
つ
と
も
、
本
判
決
も
、
第
三
者
が
本
件
の
よ
う
に
第
三

者
自
身
の
立
場
で
無
効
主
張
す
る
の
と
ち
が
つ
て
、
債
権
者
と
し
て
、
中
間
者
に
代
位
し
て
（
民
四
二
三
条
）
、
無
効
主
張
を
す
る
こ
と
を
認
め
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
趣
旨
で
は
な
い
、
と
解
せ
ら
れ
る
。

（
1
）
　
伊
藤
道
保
「
中
間
省
略
登
記
」
判
例
演
習
〔
物
権
法
〕
三
八
頁
以
下
参
照
。

（
2
）
　
本
判
決
に
つ
ぎ
、
甲
斐
道
太
郎
「
中
問
省
略
登
記
」
続
判
例
百
選
五
四
頁
以
下
参
照
。

（
3
）
　
本
判
決
に
つ
き
、
牛
山
積
「
中
問
省
略
登
記
と
中
間
者
の
同
意
」
不
動
産
取
引
判
例
百
選
七
八
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
本
判
決
に
つ
き
、
山
本
進
一
「
中
間
省
略
登
記
の
抹
消
請
求
」
不
動
産
取
引
判
例
百
選
八
○
頁
以
下
、
幾
代
通
「
中
間
者
の
同
意
な
し
に
し
た
中
問
省
略
の
登
記
」
民
商
法
雑
誌

　
四
三
巻
五
号
八
三
頁
以
下
、
山
崎
賢
一
「
中
間
者
の
同
意
な
し
に
な
さ
れ
た
中
間
省
略
登
記
の
抹
消
請
求
」
法
律
論
叢
三
四
巻
三
号
、
等
参
照
。

（
5
）
本
判
例
に
つ
き
、
幾
代
通
「
中
間
省
略
の
登
記
を
求
め
る
請
求
の
許
否
」
民
商
法
雑
誌
五
四
巻
四
号
五
四
九
頁
以
下
参
照
。

（
6
）
　
金
山
正
信
「
中
問
者
の
同
意
な
し
に
な
さ
れ
た
中
間
省
略
登
記
と
中
間
者
以
外
の
者
の
抹
消
請
求
」
判
例
評
論
一
二
八
号
二
一
〇
頁
以
下
参
照
。

三
、
学
説
の
概
要

　
e
　
次
に
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
学
説
の
状
況
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
へ

　
と
こ
ろ
で
、
中
間
省
略
登
記
の
問
題
を
検
討
す
る
際
に
は
、
す
で
に
な
さ
れ
て
し
ま
つ
た
中
間
省
略
登
記
の
事
後
評
価
の
間
題
（
効
力
、
抹
消
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
ヤ

求
）
と
、
い
か
な
る
要
件
の
も
と
で
な
ら
中
間
省
略
登
記
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
の
か
の
問
題
と
を
、
一
応
区
別
し
て
検
討
す
る
の
が
適
当
で
あ

　
（
1
）

ろ
う
。

　
⇔
　
す
で
に
な
さ
れ
た
中
間
省
略
登
記
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
ω
一
定
の
条
件
の
も
と
に
お
い
て
の
み
有
効
で
あ
る
と
の
説
（
仮
に
条
件
的
有
効

説
と
略
称
す
る
）
が
、
通
説
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
、
＠
常
に
有
効
で
あ
る
と
の
説
（
仮
に
完
全
有
効
説
と
略
称
す
る
）
も
、
か
な
り

有
力
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
常
に
無
効
だ
と
の
説
は
な
い
よ
う
で
あ
る
）
。



　
ω
条
件
的
有
効
説
は
、
さ
ら
に
三
つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
＠
第
一
説
は
、
中
間
省
略
登
記
が
有
効
で
あ
る
た
め
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

件
と
し
て
、
中
間
者
の
同
意
を
要
求
す
る
見
解
で
あ
る
。
⑥
第
二
説
は
、
中
間
省
略
登
記
の
有
効
要
件
と
し
て
、
前
示
〔
3
〕
判
例
と
軌
を
一
に
し

て
、
中
間
者
の
同
意
よ
り
も
、
な
ん
ら
か
の
客
観
的
基
準
に
よ
ろ
う
と
す
る
見
解
で
あ
る
（
畑
畑
臥
縄
枳
帆
酷
都
茄
援
瀞
講
頼
ガ
細
細
轍
畷
憶
r
甥
側
撒
凱
勧
柾
悌
ず
麟
部
融

嵌
％
脱
継
漁
筋
郷
沖
調
賭
熈
胴
臆
航
瞼
㎞
か
っ
硫
暢
殆
で
）
。
⑥
第
三
説
は
、
中
間
者
の
同
意
の
な
い
中
間
省
略
登
記
は
、
無
効
で
あ
る
が
、
た
だ
し
登
記
上
利
害
の

関
係
を
有
す
る
第
三
者
が
出
現
し
た
後
は
、
同
意
し
な
か
つ
た
中
間
者
そ
の
他
何
び
と
も
、
そ
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
と

　
　
　
　
　
（
3
）

の
見
解
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
右
の
ω
条
件
的
有
効
説
と
＠
完
全
有
効
説
と
の
、
い
わ
ば
中
間
的
な
説
と
し
て
、
の
中
間
者
の
同
意
の
な
い
中
間
省
略
登
記
も
、
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

効
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
同
意
し
な
か
つ
た
中
間
者
は
、
抹
消
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
リ

　
㊧
　
ω
　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
説
を
、
も
う
す
こ
し
検
討
し
よ
う
。
右
の
ω
条
件
的
有
効
説
は
、
お
し
な
べ
て
、
①
物
権
変
動
の
過
程
を
忠
実

に
登
記
簿
上
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
登
記
制
度
の
建
前
で
あ
る
こ
と
、
②
中
間
省
略
登
記
は
、
現
実
的
要
求
か
ら
、
や
む
を
得
ず
、
こ
の
建
前
を

曲
げ
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
一
定
の
条
件
・
制
限
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
の
二
点
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
一
定

の
条
件
・
制
限
と
し
て
、
中
間
者
の
利
益
保
護
に
重
点
を
お
け
ば
、
前
述
の
⑥
第
一
説
ま
た
は
⑥
第
二
説
と
な
り
、
第
三
者
の
利
益
保
護
に
重
点

を
お
け
ば
、
前
述
の
＠
第
三
説
と
な
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。

　
よ
り
こ
ま
か
に
み
た
場
合
、
⑥
第
一
説
で
は
、
同
意
し
な
か
つ
た
中
間
者
は
、
常
に
抹
消
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
⑥
第
二

説
で
は
、
中
間
者
の
同
意
は
、
中
間
省
略
登
記
の
有
効
要
件
な
の
だ
が
、
同
意
し
な
か
つ
た
中
間
者
の
抹
消
請
求
が
常
に
認
め
ら
れ
る
と
は
限
ら

ず
、
中
間
省
略
登
記
の
無
効
を
主
張
す
る
に
つ
い
て
「
正
当
の
利
益
を
有
す
る
場
合
」
（
こ
の
内
容
と
し
て
、
た
と
え
ば
丙
の
乙
に
対
す
る
代
金
不
払
（
に

よ
る
契
約
解
除
）
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
に
の
み
、
抹
消
請
求
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
＠
第
三
説
に
お
い
て
、
「
登
記
上
利

害
の
関
係
を
有
す
る
第
三
者
の
出
現
」
と
は
（
そ
の
時
以
後
、
抹
消
請
求
が
で
き
な
く
な
り
、
結
果
的
に
は
、
中
間
省
略
登
記
が
有
効
に
転
ず
る
と
こ
ろ
の
）
、

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
九
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
千
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
C
　
　
　
（
一
〇
）

ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
．
た
と
え
ば
、
①
甲
ー
乙
－
丙
と
順
次
物
権
が
移
転
し
、
登
記
が
甲
ー
丙
と
な
さ
れ
た
後
、
丙
か
ら
丁

に
物
権
が
移
転
さ
れ
登
記
が
な
さ
れ
た
場
合
（
丁
を
保
護
す
る
た
め
）
と
か
、
②
土
地
所
有
者
甲
が
、
乙
の
た
め
に
地
上
権
を
設
定
し
、
乙
が
そ
の

地
上
権
を
丙
に
譲
渡
し
、
登
記
上
は
、
乙
を
省
略
し
て
直
接
甲
丙
間
に
地
上
権
設
定
登
記
が
な
さ
れ
た
後
に
、
甲
が
第
三
者
戊
の
た
め
に
抵
当
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

設
定
を
登
記
し
た
場
合
（
幡
織
巫
の
の
嶽
崩
嚇
弦
齢
鰭
搬
塗
而
輌
⑰
馳
牡
嘩
語
醐
蹴
功
讃
徽
既
獣
阪
噸
創
餓
酬
胚
当
㏄
刑
酪
賊
得
る
．
）
と
か
、
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
㈹
　
こ
れ
に
対
し
て
、
右
の
＠
完
全
有
効
説
で
は
、
中
間
省
略
登
記
に
同
意
し
な
か
つ
た
中
間
者
も
、
抹
消
請
求
が
で
き
な
く
な
る
が
、
こ
の

説
は
、
①
登
記
は
、
現
在
の
実
体
的
権
利
状
態
と
一
致
し
て
い
る
限
り
（
権
利
移
転
の
過
程
が
、
そ
の
通
り
表
示
さ
れ
て
い
な
く
て
も
）
有
効
で
あ
る
こ

と
、
②
同
意
し
な
か
つ
た
中
間
者
の
う
け
る
不
利
益
は
、
抹
消
請
求
を
認
め
な
く
て
も
、
他
に
救
済
の
方
法
の
あ
る
こ
と
（
も
し
く
は
、
そ
の
不
利

益
は
甘
受
す
べ
き
こ
と
）
、
を
基
礎
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
な
お
、
併
わ
せ
て
、
抹
消
を
認
め
る
こ
と
は
登
記
制
度
の
信
用
を
害
す
る
と
い
う
説
も
あ
る
）
。

こ
の
説
に
お
い
て
、
最
も
問
題
と
な
る
点
は
、
同
意
し
な
か
つ
た
中
間
者
の
不
利
益
を
ど
う
取
り
扱
う
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
関
し
て
は
、
①
中
間
者
乙
が
、
丙
に
対
し
て
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
行
使
し
得
な
く
な
る
場
合
が
お
き
る
点
は
、
乙
が
み
ず
か
ら
作
出

し
た
こ
と
だ
か
ら
（
甲
か
ら
登
記
を
取
得
す
る
こ
と
を
あ
え
て
し
な
か
つ
た
か
、
甲
へ
の
代
金
未
払
等
の
た
め
取
得
で
き
な
か
つ
た
）
、
乙
は
甘
受
す
べ
き
で

あ
り
、
②
し
か
も
、
乙
は
、
丙
の
代
金
不
払
を
理
由
に
乙
丙
間
の
売
買
を
解
除
し
、
丙
↓
乙
登
記
（
ま
た
は
登
記
名
義
の
甲
へ
の
復
帰
）
を
請
求
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
（
も
つ
と
も
登
記
が
丙
よ
り
転
得
者
丁
に
移
転
し
て
い
れ
ば
不
可
）
か
ら
、
差
し
支
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
⑥
　
な
お
、
前
述
の
の
中
間
的
学
説
は
、
①
中
間
者
の
同
意
な
き
中
間
省
略
登
記
も
、
有
効
だ
と
み
る
点
で
は
、
＠
完
全
有
効
説
に
近
い
感
が

あ
る
が
、
し
か
し
、
②
同
意
し
な
か
つ
た
中
間
者
の
抹
消
請
求
を
か
な
り
広
く
認
め
る
も
の
と
す
る
な
ら
ぽ
、
結
果
的
に
は
、
む
し
ろ
、
ω
条
件

的
有
効
説
の
う
ち
の
⑥
第
一
説
（
な
い
し
⑥
第
二
説
）
に
近
い
も
の
と
な
ろ
う
。

　
㊨
　
ω
　
次
に
、
積
極
的
に
、
中
間
省
略
登
記
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
の
学
説
を
概
観
し
よ

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
〔
4
〕
判
例
と
同
様
に
、
登
記
名
義
人
甲
お
よ
び
中
間
者
乙
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
る
と
し
て
い
る
も
の
が
、
多
数



　
　
　
　
　
（
7
」

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
説
の
根
拠
は
、
①
物
権
変
動
の
過
程
を
忠
実
に
反
映
す
る
の
が
登
記
法
の
建
前
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
登

記
簿
が
、
取
引
関
係
に
入
ろ
う
と
す
る
者
に
と
つ
て
調
査
資
料
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
得
る
（
登
記
に
公
信
力
の
な
い
こ
と
を
想
起
せ
よ
）
の
だ
か

ら
、
中
間
省
略
登
記
の
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
で
ぎ
る
限
り
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
②
や
む
を
得
ず
認
め
る
中
間
省
略
登
記
の
請

求
を
、
甲
お
よ
び
乙
の
同
意
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
利
益
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
に
求
め
ら
れ
る
。

　
㈲
　
し
か
し
、
右
の
①
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
一
方
に
お
い
て
、
こ
の
要
求
を
も
つ
と
貫
徹
さ
せ
て
、
（
右
の
説
自
体
が
一
方
で
こ
れ
を
尊
重
し
な

が
ら
、
同
時
に
他
方
で
そ
れ
を
く
ず
し
て
い
る
矛
盾
が
あ
る
た
め
）
た
と
え
甲
乙
丙
の
合
意
が
あ
つ
て
も
、
中
間
省
略
登
記
請
求
権
の
発
生
は
認
め
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ぎ
で
は
な
い
と
の
説
が
成
り
立
つ
、
と
と
も
に
他
方
に
お
い
て
は
、
こ
の
要
求
自
体
に
さ
し
た
る
価
値
な
い
し
機
能
が
認
め
ら
れ
な
い
と
の
指
摘

が
あ
る
。

　
ま
た
、
右
の
②
の
理
由
に
つ
い
て
も
．
中
間
省
略
登
記
を
し
な
い
こ
と
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
、
名
義
人
甲
ま
た
は
中
間
者
乙
の
（
特
に

乙
の
）
利
益
が
存
在
し
な
い
場
合
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
利
益
が
他
の
方
法
に
よ
つ
て
も
保
護
さ
れ
る
場
合
（
た
と
え
ば
、
乙
丙
間
の
契
約
解
除
に
よ
つ

て
、
丙
か
ら
登
記
名
義
の
回
復
が
で
き
る
）
、
も
し
く
は
、
あ
る
程
度
の
不
利
益
を
甘
受
さ
せ
る
べ
き
場
合
、
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
間
者
の
同
意
（
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

は
甲
乙
丙
の
合
意
）
を
得
ず
に
、
丙
か
ら
甲
へ
の
登
記
請
求
を
認
め
て
も
よ
か
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
乙
の

正
当
の
利
益
の
存
在
が
、
丙
↓
甲
間
の
訴
訟
に
お
い
て
、
は
た
し
て
明
確
に
な
し
得
る
も
の
か
心
配
だ
、
と
い
う
反
論
が
な
さ
れ
よ
う
（
簾
物
板
鰍
座

穀
諾
謂
鞭
欝
聯
毅
鍵
嘱
蒲
蕊
駈
航
誘
恢
）
．

　
⑥
　
と
に
か
く
、
甲
乙
丙
の
合
意
な
い
し
は
乙
の
同
意
を
、
丙
↓
甲
登
記
請
求
の
絶
対
的
要
件
と
み
る
考
え
方
は
、
か
な
り
動
揺
し
つ
つ
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
少
数
説
で
は
あ
る
が
、
当
然
に
、
丙
↓
甲
登
記
請
求
権
を
認
め
る
も
の
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
㊨
　
以
上
、
概
観
し
た
通
り
、
中
間
省
略
登
記
に
関
す
る
学
説
の
状
況
は
、
か
な
り
混
沌
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
も

（
前
述
の
判
例
の
主
流
的
傾
向
と
も
関
連
さ
せ
て
考
察
し
て
）
、
　
一
定
の
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
9
中
間
省
略
登
記

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
（
＝
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
一
二
）

の
事
後
評
価
に
つ
い
て
は
、
①
条
件
的
有
効
説
の
中
の
第
一
説
が
、
か
つ
て
の
通
説
的
地
位
か
ら
転
落
し
つ
つ
あ
り
、
②
代
つ
て
、
条
件
的
有
効

説
の
中
の
第
二
説
な
い
し
第
三
説
が
通
説
的
地
位
を
占
め
た
か
の
感
が
あ
り
、
③
ま
た
完
全
有
効
説
の
拾
頭
が
著
し
い
、
と
言
つ
て
も
差
し
支
え

な
か
ろ
う
。
⑧
中
間
省
略
登
記
の
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
①
全
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
す
で
に
な
さ
れ
た
中
間
省
略
登
記
の
事
後
評
価
に
お
い
て

よ
り
も
、
中
間
省
略
登
記
に
き
び
し
い
態
度
を
と
つ
て
お
り
、
現
登
記
名
義
人
甲
お
よ
び
中
間
者
乙
の
（
も
し
く
は
、
す
く
な
く
と
も
乙
の
）
同
意
を

必
要
と
す
る
と
み
る
の
が
な
お
通
説
で
あ
る
と
み
て
よ
さ
そ
う
だ
が
、
②
事
後
評
価
に
つ
い
て
の
条
件
的
有
効
説
の
第
二
説
に
対
応
し
て
、
甲
ま

た
は
乙
に
、
中
間
省
略
登
記
に
よ
つ
て
害
さ
れ
る
正
当
な
利
益
が
な
い
限
り
、
そ
の
者
の
同
意
が
な
く
て
も
請
求
可
能
で
あ
る
と
の
説
の
拾
頭
に

は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
③
当
然
請
求
肯
定
説
は
、
な
お
特
異
な
存
在
、
と
い
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
て
、
⑥
こ
の
よ
う
な
変
化
の
基
調
と
し
て
、
事
後
評
価
に
つ
い
て
も
登
記
請
求
に
つ
い
て
も
（
程
度
の
差
は
あ
れ
）
い
え
る
こ
と
は
、
①

い
わ
ゆ
る
不
動
産
登
記
制
度
の
建
前
な
い
し
機
能
に
対
す
る
（
従
来
の
理
解
の
）
再
検
討
と
、
②
同
意
を
し
な
か
つ
た
（
不
同
意
を
無
視
さ
れ
た
）
中

間
者
の
利
益
保
護
方
法
の
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
が
あ
ろ
う
。
も
つ
と
も
、
こ
れ
ら
の
検
討
が
、
ま
だ
充
分
に
は
煮
つ
ま
つ
て
い
な
い
か

ら
、
な
お
混
沌
状
況
と
の
感
を
否
め
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
ら
の
検
討
す
べ
き
諸
点
の
、
総
合
的
研
究
を
進
め
る
べ
き
な
の
だ
が
、
本
稿
で
は
、
将
来
の
総
合
的
研
究
へ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
、
次
の
二
点
だ
け
に
つ
き
若
干
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
二
点
と
は
、
す
な
わ
ち
、
①
中
間
省
略
登
記

と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
現
登
記
名
義
人
甲
ま
た
は
中
間
者
乙
の
「
正
当
の
利
益
」
と
の
関
係
を
、
近
年
の
判
例
（
特
に
下
級
裁
判
所
の
）
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
、
②
未
登
記
物
権
の
性
質
な
い
し
効
力
の
点
か
ら
、
中
間
省
略
登
記
の
理
論
的
根
拠
を
検
討
す
る

こ
と
、
で
あ
る
。

（
1
）
　
幾
代
通
「
登
記
請
求
権
に
お
け
る
実
体
法
と
手
続
法
（
四
）
」
民
商
法
雑
誌
五
六
巻
四
号
五
二
七
頁
以
下
参
照
．
な
お
、
本
節
は
全
般
的
に
、
本
論
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ

　
る
。
（
2
）
　
た
と
え
ば
．
末
川
博
著
「
物
権
法
」
一
三
六
頁
、
山
田
晟
「
註
釈
民
法
6
」
一
九
九
頁
〔
た
だ
し
原
則
論
と
し
て
〕
等
。



　　　　　　　　　　　　　　ハ

109876543）　）　）　）　）　）　）　）登
記
の
請
求
権
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
八
O
号
五
六
頁
以
下
、

（
1
1
）

た
と
え
ば
、
舟
橋
諄
一
著
「
物
権
法
」
一
一
二
頁
。

柚
木
馨
著
「
判
例
物
権
法
総
論
」
一
七
五
頁
、
我
妻
栄
著
「
物
権
法
」
八
五
頁
、
八
九
頁
も
こ
の
説
に
含
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
．

舟
橋
・
前
掲
書
一
一
二
頁
－
一
一
三
頁
。

幾
代
・
前
掲
五
三
五
頁
、
金
山
正
信
著
「
物
権
法
総
論
」
二
三
五
頁
、
於
保
不
二
雄
著
「
物
権
法
（
上
）
」
九
〇
頁
等
参
照
．

末
川
・
前
掲
書
一
三
七
頁
、
一
四
四
頁
、
我
妻
・
前
掲
書
八
九
頁
、
柚
木
・
前
掲
書
一
七
四
頁
、
舟
橋
・
前
掲
書
一
二
九
頁
〔
た
だ
し
一
二
六
頁
注
意
〕
等
参
照
．

於
保
・
前
掲
書
八
九
頁
。

幾
代
・
前
掲
五
四
〇
頁
ー
五
四
一
頁
、
杉
之
原
舜
一
著
「
不
動
産
登
記
法
の
諸
問
題
」
三
六
頁
－
三
七
頁
参
照
．

幾
代
・
前
掲
五
三
八
頁
ー
五
三
九
頁
、
谷
口
知
平
「
中
間
省
略
登
記
と
中
問
者
の
同
意
の
要
否
」
判
例
評
論
三
七
号
九
頁
ー
一
〇
頁
、
柳
川
俊
一
「
特
約
に
よ
ら
な
い
中
間
省
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
五
九
頁
参
照
．

杉
之
原
・
前
掲
書
四
三
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
近
年
の
判
例
（
特
に
下
級
裁
判
所
の
）
の
分
析

　
本
節
で
は
、
比
較
的
近
年
の
判
例
（
特
に
下
級
裁
判
所
の
）
の
分
析
を
通
じ
て
、
中
間
省
略
登
記
と
、
現
登
記
名
義
人
甲
ま
た
は
中
間
者
乙
の
中

間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
「
正
当
の
利
益
」
・
「
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
」
と
の
関
係
を
、
具
体
的
に
把
握
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
．

〔
6
〕
　
東
京
高
裁
昭
和
二
九
年
四
月
一
七
日
判
決
（
呼
轍
張
縢
三
難
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

　
建
物
が
、
脇
か
ら
脇
へ
、
脇
か
ら
X
へ
と
、
売
買
さ
れ
（
L
l
X
売
買
は
、
積
ー
L
売
買
の
九
ヶ
月
後
）
、
各
売
買
と
も
代
金
全
額
が
支
払
わ
れ
た

が
、
脇
の
所
有
名
義
で
登
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
X
が
L
に
対
し
、
登
記
請
求
し
た
事
案
（
凪
L
X
の
間
に
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
合
意
は
な
い
）
。

　
こ
れ
に
対
し
、
「
X
は
」
に
対
し
同
人
と
の
間
の
売
買
契
約
に
基
ぎ
、
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
と
そ
の
引
渡
を
求
め
る
請
求
権
が
あ
り
、

こ
の
移
転
登
記
請
求
権
を
保
全
す
る
た
め
、
L
が
払
に
対
し
て
同
人
等
の
間
の
売
買
契
約
に
基
い
て
有
す
る
同
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
請
求
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

を
代
位
行
使
し
得
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
如
き
法
律
関
係
の
下
に
お
い
て
は
、
X
は
こ
れ
が
代
位
権
行
使
の
方
法
と
し
て
払
に
対

ち
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

し
、
直
接
自
己
に
右
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
請
求
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
」
と
判
示
し
た
（
担
当
裁
判
官
、
斎
藤
直
一
、
菅
野
次
郎
、
坂
本

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
（
二
楓
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
一
四
）

謁
夫
の
各
氏
。
傍
点
筆
者
）
。

〔
7
〕
　
福
島
地
裁
昭
和
三
五
年
＝
月
七
日
判
決
（
イ
鞭
隅
諜
か
か
睡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
へ

　
Y
所
有
の
建
物
が
、
Y
I
A
、
A
！
B
（
二
年
七
ヶ
月
後
）
、
B
l
X
（
二
年
後
）
と
順
次
贈
与
さ
れ
た
が
、
登
記
名
義
が
Y
に
あ
る
場
合
、
次
の

よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
し
て
み
れ
ば
、
本
件
建
物
に
つ
き
X
は
B
に
対
し
所
有
権
移
転
登
記
の
請
求
権
を
有
し
、
B
は
A
に
、
A
は

更
に
Y
に
対
し
、
順
次
所
有
権
の
移
転
登
記
請
求
権
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
X
は
民
法
第
四
二
三
条
に
基
き
Y
に
対
す
る
A
の
所
有
権
移
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ち

登
記
請
求
権
を
も
代
位
行
使
し
得
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
件
に
お
い
て
は
前
叙
各
所
有
権
の
移
転
は
す
べ
て
贈
与
に
よ
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

あ
る
こ
と
は
前
示
認
定
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
直
接
Y
に
対
し
X
が
本
件
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
求
め
る
こ
と
を
認
め
て
も
、
い
わ

　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ち

ゆ
る
中
間
者
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
（
担
当
裁
判
官
、
檀
崎
喜
作
、
大
政
正
一
、
軍
司
猛
の
各
氏
．
傍
点
筆
者
）
。

　
〔
8
〕
　
東
京
地
裁
昭
和
三
六
年
一
月
一
八
日
判
決
（
獅
廠
駅
蝶
ル
駕
）

　
A
は
、
P
の
所
有
す
る
土
地
を
建
物
所
有
の
目
的
で
賃
借
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
三
年
九
月
、
P
が
こ
の
土
地
を
財
産
税
と
し
て
Y
（
国
）
に
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
う
　
　
　
ヤ

納
し
た
。
そ
の
後
昭
和
二
四
年
、
A
は
、
物
納
財
産
売
払
申
請
を
し
、
払
下
代
金
全
額
を
Y
（
国
）
に
納
入
し
て
、
本
件
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

た
。
A
は
、
所
有
権
移
転
登
記
を
う
け
な
い
ま
ま
、
こ
れ
を
直
ち
に
、
永
年
同
居
し
て
い
る
内
縁
の
妻
B
に
贈
与
し
、
A
B
は
、
本
件
宅
地
上
に

在
す
る
A
名
義
の
家
屋
に
同
居
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
五
年
一
二
月
、
A
が
死
亡
し
た
。
A
の
相
続
人
は
、
そ
の
弟
と
弟
の
代
襲
相
続
人
ら
四
人

で
あ
つ
た
が
、
い
ず
れ
も
、
本
件
土
地
の
B
へ
の
贈
与
な
い
し
登
記
名
義
移
転
に
異
議
は
な
か
つ
た
。
そ
の
後
B
は
、
先
夫
と
の
間
の
子
X
を
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

び
よ
せ
て
同
居
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
〇
年
六
月
、
本
件
土
地
を
X
に
贈
与
し
、
同
年
九
月
死
亡
し
た
。
X
は
、
Y
（
国
）
に
対
し
て
所
有
権
移
転

登
記
を
請
求
。
判
示
は
、
こ
の
事
実
と
照
応
さ
せ
て
み
て
、
注
目
す
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
長
文
に
わ
た
る
が
次
に
紹
介
し
よ
う
。
「
実
体
法
上

X
が
、
Y
（
国
）
か
ら
A
へ
の
売
渡
契
約
、
A
か
ら
B
へ
の
さ
ら
に
B
か
ら
X
へ
の
各
生
前
贈
与
契
約
に
因
つ
て
、
現
に
本
件
宅
地
の
所
有
権
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
認
定
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
判
決
を
も
つ
て
中
間
者
で
あ
り
い
わ
ば
潜
在
的
登
記
義
務



者
で
あ
り
且
っ
潜
在
的
登
記
権
利
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
で
ぎ
る
亡
A
の
相
続
人
及
び
亡
B
の
相
続
人
（
X
も
そ
の
一
人
で
あ
る
）
へ
の
登
記
手

続
を
省
略
し
て
、
即
ち
不
動
産
物
権
の
実
体
的
変
動
過
程
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
登
記
面
に
表
現
す
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
端
的
に
右
の
変
動
過
程
の

帰
結
と
し
て
の
現
在
に
お
け
る
実
体
的
権
利
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
登
記
を
一
致
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
直
接
Y
か
ら
X
へ
の
本
件
宅
地
所
有
権

　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
や

の
移
転
登
記
を
認
め
る
こ
と
は
、
不
動
産
登
記
法
の
建
前
と
し
て
も
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
け
だ
し
、
不
動
産
登
記
法
第

二
七
条
が
登
記
協
同
申
請
の
原
則
（
こ
れ
は
登
記
官
吏
の
登
記
申
請
に
対
す
る
審
査
能
力
と
権
限
と
を
に
ら
み
合
せ
て
登
記
の
真
正
を
保
障
す
る
た
め
の
制
度

で
あ
る
）
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
判
決
に
因
る
登
記
に
つ
い
て
は
、
単
独
申
請
の
建
前
を
採
つ
た
所
以
は
、
こ
の
場
合
は
不
動
産
物
権
の
変
動

過
程
が
、
た
と
へ
そ
の
主
文
に
お
い
て
で
は
な
く
と
も
、
そ
の
理
由
中
に
お
い
て
裁
判
所
に
依
つ
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
関
係
上
登
記
の
真

正
を
害
す
る
お
そ
れ
の
少
い
と
こ
ろ
か
ら
、
登
記
義
務
者
を
除
外
し
た
単
独
申
請
を
認
め
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
し
て
登
記
簿
上
の
登

記
名
義
す
ら
有
し
な
い
潜
在
的
登
記
権
利
者
な
い
し
義
務
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
判
決
を
も

つ
て
こ
の
よ
う
な
中
間
省
略
登
記
を
認
め
て
も
、
こ
れ
に
よ
つ
て
登
記
名
義
を
得
た
者
の
後
者
と
し
て
、
当
該
不
動
産
物
権
に
つ
い
て
将
来
取
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

関
係
に
立
つ
も
の
の
利
益
を
と
く
に
害
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
し
、
又
当
該
判
決
訴
訟
の
当
事
者
と
な
つ
て
い
な
い
中
間
者
が
、
そ
の
有
す
る

ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

実
体
上
の
権
利
な
い
し
登
記
法
上
の
権
利
を
、
こ
の
判
決
に
よ
つ
て
害
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
中
間
者
が
自
己
の
前

ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヨ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
セ

者
或
は
後
者
と
の
実
体
上
の
権
利
変
動
過
程
の
穀
疵
を
理
由
と
し
て
、
後
日
自
己
へ
の
登
記
名
義
獲
得
等
の
こ
と
を
な
し
得
る
こ
と
は
い
う
ま
で

ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

も
な
い
。
公
信
力
の
な
い
わ
が
不
動
産
登
記
法
上
の
登
記
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
実
体
的
権
利
の
変
動
過
程
そ
の
も
の
を
如
実
に
示
す
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
理
想
（
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
理
想
で
あ
り
現
行
登
記
法
が
す
み
ず
み
ま
で
こ
れ
を
保
障
す
る
機
能
を
具
備
し
て
い
る
と
は
み
ら
れ

な
い
）
を
強
く
追
及
す
る
の
あ
ま
り
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
中
間
を
省
略
し
た
移
転
登
記
の
請
求
を
絶
対
に
認
め
な
い
と
す
る
Y
（
国
）
の
主
張
は

採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
担
当
裁
判
官
安
藤
覚
氏
、
傍
点
筆
者
）
。

　
一
体
、
Y
に
は
、
中
間
省
略
登
記
を
拒
む
こ
と
に
何
等
の
利
益
も
な
さ
そ
う
な
の
に
、
な
ぜ
抗
争
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
推
察
す
る
に
、
Y
は
国

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
一
五
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
ハ
一
六
）

で
あ
り
、
公
の
書
類
に
売
払
先
が
A
と
記
載
さ
れ
て
い
る
以
上
、
A
ま
た
は
A
の
相
続
人
以
外
の
者
に
つ
い
て
の
移
転
登
記
の
申
請
は
国
側
の
事

務
処
理
上
不
可
能
で
あ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
と
く
に
、
A
l
B
、
B
l
X
贈
与
に
書
面
が
な
い
と
す
れ
ば
）
．
も
し
Y
が
私
人
で
あ
れ
ば
、
Y
l

X
間
に
直
接
取
引
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
作
成
し
て
、
Y
X
共
同
申
請
に
よ
つ
て
（
判
決
に
よ
ら
ず
に
）
登
記
が
な
さ
れ
て
も
よ
さ
そ

う
な
事
案
の
よ
う
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
Y
が
私
人
な
ら
、
か
か
る
書
面
．
申
請
書
の
作
成
の
樹
価
を
要
求
し
、
そ
の
額
が
X
と
折
り
合
わ
な
く
て
、
X
が
判
決

に
た
よ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
）
。

　
と
に
か
く
、
本
判
決
は
、
当
時
か
な
り
波
紋
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
大
学
民
事
法
研
究
室
で
は
、
七
名
の
共
同
研
究
と
し

て
、
本
判
決
を
採
り
上
げ
（
「
中
間
省
略
登
記
に
は
中
問
者
の
同
意
を
要
し
な
い
」
綜
合
法
学
3
6
号
〔
昭
和
三
六
年
七
月
〕
五
七
頁
以
下
）
、
ま
た
谷
口
知
平
教

授
は
、
本
判
決
の
評
釈
を
機
縁
に
新
学
説
を
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
（
谷
口
「
中
間
省
略
登
記
と
中
間
者
の
同
意
の
要
否
」
判
例
評
論
三
七
号
〔
昭
和
三

六
年
五
月
〕
七
頁
以
下
）
。

〔
9
〕
　
東
京
地
裁
昭
和
四
二
年
五
月
二
五
日
判
決
（
剥
胴
鴎
礁
期
九
）

　
本
件
は
、
事
実
関
係
が
、
古
く
か
つ
争
点
が
多
岐
に
わ
た
る
極
め
て
複
雑
な
も
の
で
あ
る
が
、
中
間
省
略
登
記
請
求
の
点
の
み
に
つ
き
紹
介
す

る
。
明
治
三
八
年
、
乾
海
苔
販
売
業
を
家
業
と
す
る
N
家
一
族
の
A
ら
三
名
に
よ
つ
て
、
Y
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
四
三
年
、
Y
合
資

会
社
は
解
散
し
、
無
限
責
任
社
員
A
が
清
算
人
と
な
つ
た
が
、
清
算
が
結
了
し
な
い
ま
ま
A
は
昭
和
一
七
九
月
に
死
亡
。
B
が
、
A
の
家
督
相
続

人
と
な
つ
た
が
、
昭
和
一
八
年
隠
居
し
、
瓦
（
島
の
夫
）
が
そ
の
家
督
相
続
人
と
な
り
、
し
た
が
つ
て
Y
会
社
の
清
算
人
と
も
な
つ
て
い
る
。
と
こ

ろ
で
、
Y
会
社
は
、
元
来
い
わ
ゆ
る
個
人
会
社
で
あ
り
、
そ
の
営
業
期
間
も
わ
ず
か
五
年
で
あ
り
．
い
わ
ゆ
る
N
家
の
家
業
は
、
実
質
的
に
は
、

A
の
個
人
営
業
と
し
て
経
営
さ
れ
、
大
正
二
年
頃
か
ら
は
、
C
（
A
の
婿
養
子
）
が
こ
れ
を
承
継
し
て
い
た
た
め
、
関
係
当
事
者
も
、
Y
会
社
の
存

在
を
忘
却
し
て
し
ま
つ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
一
七
年
A
の
死
亡
に
と
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
N
家
の
財
産
分
配
の
契
約
が
、
昭
和
一
七
年
一

二
月
に
、
B
、
島
、
C
の
問
で
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
ケ
条
と
し
て
、
Y
会
社
所
有
名
義
で
登
記
さ
れ
て
い
た
（
当
事
者
は
、
A
”
B
個
人
財
産
と
し



て
意
識
）
本
件
土
地
の
、
C
へ
の
贈
与
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
贈
与
は
、
R
が
Y
会
社
の
た
め
に
す
る
代
理
形
式
を
と
ら
な
か
つ
た
た
め
、

C
は
所
有
権
を
取
得
し
得
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
C
が
、
昭
和
二
二
年
に
死
亡
し
Z
（
X
の
補
助
参
加
人
）
が
相
続
し
、
Z
は
、
昭
和
二
八
年
一
一

月
九
日
、
本
件
土
地
を
X
に
売
却
し
た
．
X
は
、
Y
会
社
に
対
し
て
所
有
権
移
転
登
記
を
請
求
。

　
裁
判
所
は
、
本
件
土
地
は
、
C
睦
Z
に
よ
り
時
効
取
得
さ
れ
、
か
つ
、
Z
か
ら
X
に
売
買
さ
れ
た
も
の
と
認
定
し
、
し
か
し
て
、
X
の
Y
会
社

に
対
す
る
「
所
有
権
移
転
登
記
手
続
の
請
求
は
中
間
省
略
登
記
の
請
求
で
あ
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
登
記
は
、
Y
並
び
に
中
間
者
Z
の
承
認
な
き
限

り
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
最
高
裁
判
所
判
例
（
昭
和
三
八
年
六
月
一
四
日
判
決
、
昭
和
四
〇
年
九
月
一
二
日
判
決
）
並
び
に
学
説
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
右
判
例
並
び
に
学
説
の
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
物
権
変
動
の
経
過
を
如
実
に
登
記
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
登
記
制
度
の
目
的
に
合
す

る
と
い
う
こ
と
と
、
現
登
記
名
義
人
と
中
間
者
の
利
益
の
保
護
と
い
う
こ
と
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
右
に
い
う
登
記
制
度
の
目
的
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へ
　
　
　
ち
　
　
　
う

に
合
す
る
と
い
う
具
体
的
実
益
は
、
当
該
不
動
産
に
つ
き
そ
の
後
取
引
関
係
に
立
つ
に
至
る
者
に
物
権
変
動
の
過
程
を
知
る
こ
と
を
得
さ
せ
る
と

や
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
う
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ち
　
　
ち
　
　
ち

い
う
こ
と
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
は
、
現
登
記
名
義
人
と
中
間
者
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
は
中
間
省
略
登
記
を
許
容
す
べ
き
で
あ
る
と
す

う
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
う
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
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ヤ
　
　
ヘ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

る
こ
と
に
よ
つ
て
既
に
失
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
の
同
意
不
同
意
を
以
て
中
間
省
略
登
記
の
許
否
を
決
す
る
と
す
る
以

上
、
な
お
そ
の
論
拠
を
後
に
取
引
関
係
に
立
つ
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
に
求
め
る
考
え
方
は
論
拠
と
な
す
に
足
り
ず
、
ま
た
現
実
の
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登
記
制
度
の
実
際
の
運
用
に
も
則
わ
な
い
考
え
方
で
あ
る
。
次
に
、
現
登
記
名
義
人
と
中
間
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
と
の
論
拠
は
、
原
則
論

ち
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ヤ
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ヤ

と
し
て
は
理
由
の
在
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
み
る
に
、
以
上
認
定
し
た
事
実
（
特
に
七
項
の
事
実
〔
筆
者
註
、
C
”
Z
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ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

の
時
効
取
得
の
事
実
〕
）
の
下
に
お
い
て
は
、
Y
に
は
中
問
省
略
登
記
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
保
護
さ
れ
る
に
値
す
べ
き
利
益
が
あ
る
と
は
考
え

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
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ち
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つ

ら
れ
ず
、
Z
は
、
参
加
人
と
し
て
本
件
訴
訟
に
参
加
し
、
そ
の
弁
論
に
よ
れ
ば
、
中
間
省
略
登
記
を
許
容
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
し
た

が
つ
て
、
現
登
記
名
義
人
及
び
中
間
者
の
利
益
を
計
る
と
い
う
論
拠
は
、
本
件
に
お
い
て
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
他
に
X
の
Y
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

移
転
登
記
手
続
を
拒
否
す
べ
き
理
由
は
み
だ
し
難
い
。
以
上
の
説
示
に
よ
り
、
Y
は
、
X
に
対
し
、
本
件
宅
地
に
つ
き
昭
和
二
八
年
一
一
月
九
日

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
一
七
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
着
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
一
八
）

ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ら
　
　
　
め

付
売
買
を
原
因
と
し
て
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
な
す
べ
ぎ
義
務
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
（
担
当
裁
判
官
西
山
要
氏
．
傍
点
筆
者
）
。

　
本
判
決
は
、
中
間
者
（
Z
）
の
所
有
権
取
得
原
因
が
、
時
効
取
得
と
い
う
、
特
殊
な
場
合
で
あ
る
と
は
い
え
、
昭
和
四
〇
年
九
月
二
一
日
最
高
裁

判
所
判
決
（
〔
4
〕
判
例
）
の
後
で
．
し
か
も
．
昭
和
四
二
年
六
月
六
日
最
高
裁
判
決
（
〔
1
0
〕
判
例
）
の
前
に
、
現
登
記
名
義
人
の
同
意
な
く
し
て
、
－

中
間
省
略
登
記
を
許
容
し
た
注
目
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
説
示
は
、
慎
重
に
し
て
力
強
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に

本
判
決
の
特
徴
と
し
て
、
見
落
せ
な
い
点
は
、
中
間
省
略
登
記
の
登
記
原
因
を
、
中
間
者
Z
か
ら
取
得
者
X
へ
の
売
買
と
明
示
し
た
こ
と
で
あ

る
（
主
文
に
も
明
記
し
て
あ
る
）
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
，
て
は
、
特
に
理
由
づ
け
は
見
ら
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
判
決
に
よ
る
中
間
省
略
登
記
を
是
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
〔
補
註
1
〕

し
た
場
合
に
、
そ
の
登
記
原
因
は
何
か
、
の
論
争
が
あ
つ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
れ
に
対
し
て
一
つ
の
答
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
判
決
の
答
が
、
ま
た
論
議
の
種
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
明
治
大
学
民
事
法
研
究
室
「
中
間
省
略
登
記
に
は
中
間
者
の
同
意
を
要
し
な
い
」
（
〔
8
〕
判
例
の
共
同
研
究
）
綜
合
法
学
三
六
号
六
二
頁
－
六
五
頁
、
香
川
保
一
「
中
間
省
略
の

　
登
記
請
求
権
の
有
無
」
（
〔
4
〕
判
例
の
研
究
）
登
記
研
究
二
二
二
号
七
頁
以
下
。

〔
1
0
〕
　
最
高
裁
昭
和
四
二
年
六
月
六
日
〔
三
小
〕
判
決
（
燗
馴
鴎
巌
貼
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
土
地
の
所
有
権
が
、
X
－
A
、
A
l
Y
と
売
買
に
よ
り
移
転
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
登
記
は
、
X
よ
り
直
接
Y
に
移
転
し
て
い
る
。
そ
れ
は
．

X
が
、
A
に
対
し
て
所
有
権
移
転
登
記
を
な
す
こ
と
を
諒
承
の
う
え
、
A
に
交
付
し
て
お
い
た
、
登
記
申
請
を
司
法
書
士
で
あ
る
代
理
人
M
に
委

任
す
る
旨
の
X
の
署
名
捺
印
あ
る
委
任
状
を
、
A
は
さ
ら
に
Y
に
交
付
し
た
の
で
、
Y
が
こ
れ
を
利
用
し
て
、
中
間
省
略
登
記
を
完
了
し
た
も
の

で
あ
つ
た
。
X
が
、
こ
の
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
た
の
に
対
し
て
、
原
審
（
東
京
高
裁
）
は
こ
れ
を
認
め
な
か
つ
た
の
で
、
X
は
上
告
し
た
。
最
高

裁
は
、
こ
の
場
合
、
「
登
記
簿
上
の
記
載
に
お
け
る
権
利
移
転
の
過
程
は
真
実
と
異
な
る
が
、
結
局
は
、
現
在
の
実
体
の
権
利
関
係
に
合
致
し
、
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ち
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へ

X
か
ら
他
へ
の
移
転
登
記
が
な
さ
れ
る
に
つ
き
X
に
全
く
登
記
申
請
の
意
思
が
な
か
つ
た
と
い
う
を
え
な
い
か
ら
、
X
は
右
登
記
の
抹
消
を
求
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
決
し
た
（
担
当
裁
判
官
、
下
村
三
郎
、
柏
原
語
六
、
田
中
二
郎
、
松
本
正
雄
の
各
氏
。
傍
点
筆
者
）
。



　
本
判
決
に
よ
り
、
中
間
省
略
登
記
の
請
求
に
は
．
仮
に
、
現
登
記
名
義
人
甲
お
よ
び
中
間
者
乙
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
甲
が
、
一

度
、
登
記
申
請
委
任
状
を
乙
に
交
付
し
た
以
上
、
甲
は
、
中
間
省
略
登
記
の
な
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
す
べ
が
な
く
（
乙
も
、
こ
の
委
任
状
を
丙

に
交
付
し
た
以
上
同
様
）
、
か
つ
、
な
さ
れ
た
登
記
の
抹
消
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
（
す
く
な
く
と
も
甲
は
、
1
ま
た
、
乙
も
委
任
状
を
交
付
し
た

こ
と
に
よ
り
中
間
省
略
登
記
に
同
意
し
た
も
の
と
み
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
）
、
こ
と
に
な
つ
た
、
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
う
い

え
る
と
し
た
ら
、
実
際
に
、
登
記
申
請
委
任
状
が
、
甲
か
ら
乙
に
交
付
さ
れ
、
さ
ら
に
乙
か
ら
丙
に
交
付
さ
れ
る
例
が
、
か
な
り
あ
る
ら
し
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
、
注
目
す
べ
き
判
例
だ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

（
1
）
　
本
判
例
の
研
究
と
し
て
、
平
田
春
二
「
売
主
の
意
思
と
異
な
る
所
有
権
移
転
登
記
が
有
効
と
認
め
ら
れ
た
事
例
」
判
例
評
論
一
一
〇
号
一
一
一
頁
以
下
参
照
。

〔
n
〕
　
高
松
高
裁
昭
和
四
三
年
一
月
三
〇
日
判
決
（
渕
綱
融
珂
骸
配
）

　
本
判
決
は
、
現
登
記
名
義
人
の
同
意
が
な
い
限
り
（
中
間
者
の
同
意
が
あ
つ
て
も
）
、
中
間
省
略
登
記
の
請
求
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
か
た
く
な

に
中
間
省
略
登
記
請
求
を
拒
否
し
た
も
の
で
あ
る
。
A
は
、
昭
和
一
六
年
、
そ
の
所
有
す
る
山
林
二
町
三
反
を
B
会
社
（
住
友
本
社
）
に
売
却
し
、

代
金
全
額
の
支
払
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
本
件
山
林
は
、
昭
和
二
三
年
新
た
に
設
立
さ
れ
た
X
会
社
（
住
友
林
業
株
式
会
社
）
に
、
そ
の
設
立
に
際

し
て
現
物
出
資
さ
れ
た
（
財
閥
解
体
措
置
に
ょ
つ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
。
昭
和
三
二
年
、
A
が
死
亡
し
Y
が
相
続
人
と
な
り
、
Y
名
義
の
相

続
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
。
X
会
社
は
、
Y
に
対
し
て
、
本
件
山
林
の
所
有
権
確
認
お
よ
び
移
転
登
記
請
求
を
訴
求
。
第

一
審
（
松
山
地
裁
西
条
支
部
〉
で
は
、
X
の
請
求
が
全
部
認
容
さ
れ
た
が
、
Y
が
控
訴
し
た
。
控
訴
審
で
は
、
所
有
権
確
認
の
み
が
認
容
さ
れ
、
移

転
登
記
請
求
は
棄
却
さ
れ
た
。
X
側
は
、
登
記
請
求
の
認
め
ら
れ
る
べ
ぎ
理
由
を
、
四
点
に
わ
た
つ
て
主
張
し
た
が
、
す
べ
て
認
め
ら
れ
な
か
つ

た
。

　
①
X
会
社
の
B
会
社
か
ら
の
取
得
が
、
前
記
の
よ
う
な
特
殊
な
事
情
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
X
は
B
の
包
括
承
継
人
で
あ
る
と
の
主
張
が
、
ま

ず
、
排
斥
さ
れ
た
。

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
一
九
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
二
C
）

　
②
A
は
す
で
に
代
金
全
額
を
受
領
し
て
お
り
、
B
会
社
が
中
間
省
略
登
記
に
同
意
し
て
い
る
か
ら
、
中
間
省
略
登
記
が
許
さ
れ
る
、
と
の
主
張

も
排
斥
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
し
か
し
、
一
般
に
不
動
産
の
所
有
権
が
甲
乙
丙
と
転
々
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
転
得
者
た
る
丙
は
、
中
間
者
乙
及
び

最
初
の
譲
渡
人
甲
（
登
記
名
義
人
）
の
同
意
が
な
い
限
り
、
甲
に
対
し
て
直
接
自
己
に
所
有
権
移
転
登
記
請
求
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
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ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヘ

り
（
最
高
裁
昭
和
四
〇
年
九
月
二
一
日
判
決
参
照
）
、
こ
の
こ
と
は
甲
が
既
に
譲
渡
代
金
の
支
払
を
受
け
て
い
る
と
否
と
に
か
か
わ
り
が
な
い
も
の
と
解
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ヤ

す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
不
動
産
登
記
に
は
、
第
三
者
保
護
の
た
め
に
も
物
権
変
動
の
過
程
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
反
映
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ

り
、
ま
た
物
権
変
動
の
当
事
者
は
、
本
来
そ
の
相
手
方
に
対
し
て
の
み
当
該
物
権
変
動
に
符
合
し
た
登
記
義
務
を
負
担
す
る
に
止
ま
る
も
の
で
あ

っ
て
、
た
と
え
既
に
譲
渡
の
対
価
を
受
領
し
て
い
る
と
し
て
も
、
物
権
変
動
の
相
手
方
以
外
の
者
（
転
得
者
等
）
に
対
し
直
接
登
記
義
務
を
負
担
す
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へ
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
ヤ

る
い
わ
れ
は
な
く
、
更
に
裁
判
所
が
物
権
変
動
の
当
事
者
に
対
し
、
同
人
の
意
思
に
反
し
て
、
真
実
の
権
利
変
動
の
過
程
と
異
る
い
わ
ば
虚
構
の

ち
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う
　
　
　
ち

登
記
の
履
践
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
到
底
許
さ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
、

　
③
X
会
社
は
、
B
会
社
か
ら
本
件
山
林
の
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
に
伴
い
、
A
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
請
求
権
の
移
転
も
受
け
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ち
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ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

だ
と
い
う
主
張
も
、
排
斥
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
し
か
し
、
X
は
B
か
ら
本
件
山
林
を
現
物
出
資
と
し
て
譲
受
け
て
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
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ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

の
で
あ
り
、
B
の
A
に
対
す
る
買
主
た
る
の
地
位
の
譲
渡
な
い
し
登
記
請
求
権
の
譲
渡
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
（
B
が
右
所
有
権

譲
渡
後
も
A
に
対
す
る
所
有
権
移
転
登
記
請
求
権
を
失
わ
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
）
、
右
主
張
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
④
X
は
、
本
件
山
林
の
真
実
の
所
有
者
と
登
記
簿
上
の
所
有
名
義
人
が
現
に
相
違
し
て
い
る
の
で
、
右
の
違
法
登
記
を
是
正
す
る
方
法
と
し

て
．
Y
に
対
し
直
接
移
転
登
記
請
求
権
を
有
す
る
旨
、
主
張
し
た
が
、
こ
れ
も
排
斥
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
右
の
よ
う
な
請
求
が
許
容
さ
れ
る
場

合
は
．
当
該
登
記
名
義
人
が
純
然
た
る
無
権
利
者
で
あ
つ
て
、
し
か
も
そ
の
登
記
名
義
が
違
法
に
作
出
さ
れ
た
場
合
（
前
名
義
人
の
意
思
に
基
づ
か

な
い
偽
造
書
類
に
よ
る
登
記
や
、
通
謀
虚
偽
表
示
に
基
づ
く
仮
装
登
記
等
の
場
合
）
に
限
ら
れ
る
」
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

　
か
く
し
て
、
「
X
は
本
件
山
林
に
つ
き
Y
に
対
し
、
直
接
自
己
に
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
る
請
求
権
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
B
に
代



む
　
　
い
　
　
ヤ
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ヤ
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い

位
し
て
所
有
権
移
転
登
記
を
求
め
る
な
ら
ば
格
別
、
自
己
の
権
利
と
し
て
直
接
自
己
に
移
転
登
記
を
求
め
る
X
の
請
求
は
、
そ
の
理
由
が
な
い
」
、

と
し
て
、
原
判
決
を
変
更
し
て
し
ま
つ
た
（
担
当
裁
判
官
、
奥
村
正
策
、
越
智
伝
．
山
本
茂
の
各
氏
．
傍
点
い
ず
れ
も
筆
者
）
。

　
本
判
決
に
は
、
中
間
省
略
登
記
を
め
ぐ
る
各
種
の
点
が
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
こ
の
判
決
の
論
法
で
行
け
ば
、
現
登
記
名
義
人

に
、
中
間
省
略
登
記
に
同
意
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
何
等
の
正
当
の
利
益
が
な
い
場
合
で
も
（
し
か
も
中
間
者
は
同
意
し
て
い
る
場
合
）
、
と
に
か

く
、
現
登
記
名
義
人
が
同
意
し
な
い
限
り
、
絶
対
に
、
中
間
省
略
登
記
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
の
理
由
が
、
要
す
る
に
、
（
第
三

者
保
護
の
た
め
に
）
「
虚
構
の
登
記
」
を
さ
け
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
も
し
、
（
第
三
者
保
護
の
た
め
に
）
「
虚
構
の
登
記
」
を
さ
け
る
こ

と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
現
登
記
名
義
人
が
同
意
し
よ
う
が
し
ま
い
が
、
「
虚
構
の
登
記
」
を
命
ず
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

が
、
現
登
記
名
義
人
が
同
意
し
た
ら
、
と
た
ん
に
、
「
虚
構
の
登
記
」
を
命
じ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
ど
う
に
も
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
（
し
か
も
、
現
登
記
名
義
人
の
同
意
、
不
同
意
は
、
全
く
彼
の
勝
手
気
儘
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
）
。

　
さ
ら
に
、
本
判
決
の
結
論
で
は
、
X
は
、
結
局
、
B
の
Y
に
対
す
る
登
記
請
求
権
を
代
位
行
使
し
て
、
Y
l
B
I
X
と
移
転
登
記
を
す
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
る
が
、
本
件
の
Y
は
、
中
間
省
略
登
記
に
同
意
し
な
い
こ
と
に
何
等
の
正
当
の
利
益
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
も
、
第
一
審

で
敗
訴
し
て
、
控
訴
ま
で
し
て
、
争
つ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
察
す
る
と
、
代
位
権
行
使
に
よ
る
登
記
請
求
も
、
お
そ
ら
く
訴
訟
を
経
な
け
れ

ば
、
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
X
と
し
て
は
、
代
位
権
行
使
の
訴
訟
に
要
す
る
諸
費
用
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ア
（
時
間
を
節
約
す

る
点
で
）
の
金
額
を
、
Y
に
支
払
つ
て
も
、
Y
I
X
間
に
直
接
譲
渡
が
あ
つ
た
こ
と
を
よ
そ
お
つ
た
登
記
申
請
に
必
要
な
書
類
を
、
Y
か
ら
受
取

つ
た
方
が
、
経
済
的
に
は
利
益
と
な
る
だ
ろ
う
。
Y
の
、
前
記
の
よ
う
な
抗
争
態
度
か
ら
み
て
、
Y
が
、
こ
の
よ
う
な
書
類
の
交
付
と
引
換
え

に
、
こ
の
よ
う
な
利
益
の
獲
得
を
ね
ら
つ
て
い
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
い
う
よ
う
に
、
事
が
運
ぶ
と
す
れ
ば
、
こ
の
判
決
（
の
論

理
）
の
実
際
の
機
能
は
、
Y
に
、
か
か
る
不
当
な
利
益
獲
得
の
道
を
準
備
し
、
し
か
も
、
Y
l
X
登
記
が
な
さ
れ
る
、
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
裁
判
所
は
、
た
だ
、
「
虚
構
の
登
記
」
の
実
現
に
、
み
ず
か
ら
は
直
接
手
を
下
さ
な
か
つ
た
と
い
う
、
自
己
満
足
を
得

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
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二
一
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
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二
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る
で
あ
ろ
う
が
。

　
も
つ
と
も
、
X
に
、
こ
の
よ
う
な
不
利
益
・
負
担
が
か
か
る
の
は
、
結
局
、
X
会
社
の
前
身
で
あ
る
B
が
．
代
金
支
払
後
遅
滞
な
く
登
記
請
求

を
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
、
そ
の
種
を
蒔
い
た
の
だ
、
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
論
法
が
妥
当
す
る
（
す
く

な
く
と
も
正
面
か
ら
）
の
は
、
A
“
Y
が
、
第
三
者
に
二
重
譲
渡
を
し
て
、
第
二
譲
受
人
が
登
記
を
完
了
し
た
場
合
、
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
所
有

権
を
対
抗
し
得
な
く
な
る
関
係
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
登
記
名
義
人
の
登
記
申
請
意
思
に
関
連
し
て
、
最
高
裁
昭
和
四
二
年
六
月
六
日
判
決
（
判
例
時
報
四
八
九
号
四
八
頁
）
H
〔
1
0
〕
判
例
、
を
参

照
。

〔
12
〕
　
東
京
地
裁
昭
和
四
三
年
六
月
七
日
判
決
（
瑚
棚
塒
綴
麺
一
一
）

　
本
件
は
、
未
登
記
法
定
地
上
権
を
譲
受
け
た
者
が
、
地
主
に
対
し
直
接
に
地
上
権
設
定
登
記
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
の
土
地
と
建
物

（
浴
場
営
業
用
建
物
）
と
は
、
A
の
所
有
で
あ
つ
た
が
、
A
は
、
建
物
の
み
に
つ
き
B
無
尽
会
社
の
た
め
に
根
抵
当
権
を
設
定
し
た
。
そ
の
後
土
地

お
よ
び
建
物
の
所
有
権
は
、
C
を
経
て
Y
会
社
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、
後
に
、
B
会
社
の
根
抵
当
権
が
実
行
さ
れ
D
が
競
落
し
、
競
落
代
金
の
支
払

を
す
ま
せ
て
、
本
件
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
、
か
つ
建
物
所
有
の
た
め
の
法
定
地
上
権
（
民
三
八
八
条
）
を
取
得
し
た
。
X
は
、
D
よ
り
、
建
物

お
よ
び
地
上
権
を
譲
り
受
け
、
同
日
付
で
建
物
の
所
有
権
移
転
登
記
を
了
し
た
（
D
の
競
落
代
金
支
払
の
後
．
一
年
四
ヶ
月
後
）
。
X
は
、
Y
に
対
し

て
、
地
上
権
の
確
認
、
存
続
期
間
お
よ
び
地
代
の
確
定
、
地
上
権
設
定
登
記
手
続
を
訴
求
し
た
。
本
判
決
で
は
、
法
定
地
上
権
の
確
認
請
求
を
認

容
し
、
存
続
期
間
お
よ
び
地
代
を
確
定
し
（
存
続
期
間
三
〇
年
）
、
登
記
請
求
に
つ
き
「
上
叙
認
定
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
地
上
権
の
原
始
取
得

者
は
D
で
あ
り
、
X
は
D
よ
り
こ
れ
を
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
X
の
登
記
請
求
は
い
わ
ゆ
る
中
間
省
略
の
登
記
の
ひ
と
つ
の
場
合
に
当
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る
け
れ
ど
も
、
法
定
地
上
権
で
あ
る
本
件
地
上
権
が
設
定
さ
れ
る
根
拠
と
な
つ
た
本
件
土
地
上
の
本
件
建
物
に
つ
い
て
、
同
時
に
、
D
よ
り
そ
の
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ち

所
有
権
を
譲
り
受
け
、
か
つ
D
と
の
問
で
建
物
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
完
了
し
た
と
言
う
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
は
登
記
手
続
完
了
の
点
は
当
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事
者
間
に
争
い
な
く
．
所
有
権
譲
渡
の
点
は
前
叙
認
定
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
X
は
本
件
地
上
権
に
つ
ぎ
、
原
始
取
得
者
た
る
D
に
代
位
し
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て
、
設
定
登
記
義
務
者
た
る
Y
に
対
し
、
一
旦
、
D
の
た
め
に
地
上
権
設
定
の
登
記
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
迂
遠
な
方
法
を
取
る
必
要
は

へ
　
　
　
ち

な
く
、
直
接
自
己
の
た
め
に
設
定
登
記
手
続
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
．
し
か
し
て
、
地
上
権
設
定
登
記
の
登
記
事
項
の
う
ち
、
目
的

は
木
造
建
物
所
有
の
た
め
で
あ
り
、
存
続
期
間
は
昭
和
二
九
年
五
月
一
日
か
ら
三
〇
年
間
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
Y
に
対
し
、
右
事

項
を
内
容
と
す
る
本
件
地
上
権
設
定
登
記
手
続
を
求
め
る
X
の
請
求
も
認
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
と
判
決
し
た
（
担
当
裁
判
官
岡
成
人
氏
、
傍
点

筆
者
）
。

　
本
件
は
、
①
中
間
者
D
の
取
得
し
た
権
利
が
、
法
定
地
上
権
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
権
利
の
発
生
に
つ
い
て
、
A
随
C
”
Y
の
側
の
意
思
表
示
は

元
来
不
要
で
あ
り
、
ま
た
、
地
代
、
存
続
期
間
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
決
定
権
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
（
民
三
八
八
条
但
．
二
六
八
条
H
）
、
し
た
が

つ
て
、
そ
の
設
定
登
記
に
つ
い
て
、
Y
の
意
思
を
問
題
と
す
る
実
質
的
理
由
が
な
い
こ
と
．
②
中
間
者
D
が
、
地
上
権
と
と
も
に
建
物
も
X
に
譲

渡
し
建
物
の
移
転
登
記
は
完
了
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
も
つ
て
、
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
D
の
同
意
あ
り
と
み
な
す
か
、

も
し
く
は
同
意
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
正
当
の
理
由
が
な
く
な
つ
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
、
か
も
し
れ
な
い
し
、
同
時
に
、
X

は
建
物
保
護
法
に
よ
る
対
抗
力
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
に
お
い
て
、
か
な
り
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
地
上
権
設
定
登
記
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
Y
の
同
意
も
、
D
の
同
意
も
、
現
実
に
は
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
中
間

省
略
登
記
の
請
求
を
認
容
し
た
も
の
な
の
だ
か
ら
、
注
目
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
登
記
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
目
的
お
よ
び
期
間
を
、
判
決
主
文
に
お
い
て
明
記
し
て
い
る
が
、
登
記
原
因
に
つ
い
て
は
、
何
も
ふ

れ
て
い
な
い
。
登
記
原
因
は
、
民
法
三
八
八
条
に
よ
る
法
定
地
上
権
と
い
う
こ
と
で
す
む
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
D
l
X
間
で
は
、
法
律
行
為
に

よ
る
譲
渡
が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
問
題
は
残
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
考
え
方
に
よ
つ
て
は
、
Y
l
D
間
と
D
f
X
間
の
、
権
利

取
得
の
実
体
法
上
の
性
質
が
異
な
る
か
ら
、
か
え
つ
て
問
題
と
な
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
二
三
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
二
四
）

〔
1
3
〕
　
大
阪
高
裁
昭
和
四
困
年
六
月
二
六
日
判
決
（
欄
胴
瑚
嫌
配
七
）

　
判
例
時
報
に
は
、
第
一
審
の
判
決
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
事
案
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
A
が
、
Y
よ
り
取
得
し
た
不
動
産
の
所
有
権

を
、
X
は
、
代
物
弁
済
に
よ
り
（
判
例
時
報
コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
）
取
得
す
る
と
と
も
に
、
A
が
Y
に
対
し
て
も
つ
て
い
た
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全

の
仮
登
記
の
順
位
の
譲
渡
を
受
け
た
の
で
．
Y
に
対
し
て
直
接
所
有
権
移
転
登
記
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
。
第
一
審
で
、
X
の
請
求
が
棄
却
さ

れ
た
の
で
、
X
が
控
訴
し
た
。
控
訴
審
で
、
X
は
、
次
の
主
張
を
し
た
が
、
い
ず
れ
も
認
容
さ
れ
な
か
つ
た
。

　
①
X
は
、
最
高
裁
昭
和
三
〇
年
七
月
五
日
判
決
（
民
集
九
巻
九
号
一
〇
〇
二
頁
）
と
最
高
裁
昭
和
三
四
年
二
月
一
二
日
判
決
（
民
集
二
二
巻
二
号
九

一
頁
）
を
引
用
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
、
当
事
者
間
の
合
意
の
有
無
を
問
わ
ず
、
実
体
上
の
所
有
権
者
は
、
登
記
簿
上
の
所
有
名
義
人
に
対
し
所
有
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権
移
転
登
記
を
請
求
で
き
る
と
主
張
し
た
が
、
右
の
各
判
例
は
、
「
不
動
産
の
所
有
権
が
甲
乙
丙
と
順
次
移
転
さ
れ
た
の
で
は
な
く
し
て
実
体
上
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の
所
有
権
者
と
登
記
簿
上
の
所
有
名
義
人
が
一
致
し
な
い
場
合
に
、
実
体
上
の
所
有
権
者
は
、
登
記
名
義
人
に
対
し
抹
消
登
記
で
な
く
し
て
、
所
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権
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転
登
記
を
求
め
得
る
と
し
た
に
過
ぎ
ず
、
本
件
の
ご
と
く
、
物
件
の
所
有
権
が
甲
乙
丙
と
順
次
移
転
し
た
場
合
に
、
乙
の
承
諾
の
有
無
を
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問
わ
ず
、
甲
か
ら
丙
へ
直
接
所
有
権
移
転
登
記
が
で
き
る
と
し
た
判
例
で
は
な
く
、
か
つ
乙
と
い
う
中
間
者
が
あ
る
場
合
、
そ
の
中
間
者
の
同
意
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な
く
し
て
甲
か
ら
丙
へ
直
接
所
有
権
移
転
登
記
を
な
し
得
る
と
せ
ば
、
中
間
者
乙
の
有
す
る
登
記
請
求
権
を
不
当
に
排
斥
し
損
害
を
与
え
る
虞
が

ヤ
　
　
ヤ

あ
る
の
で
、
X
の
こ
の
主
張
は
採
用
で
き
な
い
」
。

　
②
X
は
、
A
が
、
Y
に
対
す
る
本
件
各
物
件
の
所
有
権
移
転
請
求
権
の
順
位
を
、
X
に
譲
渡
し
た
こ
と
は
、
中
問
省
略
登
記
に
同
意
を
与
え
た
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、
と
主
張
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し
か
し
、
「
A
が
X
に
譲
渡
し
た
の
は
、
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
で
あ
つ
て
、
多
少
研
究
の
余
地
の
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あ
る
、
い
わ
ゆ
る
物
権
保
全
の
仮
登
記
を
指
す
も
の
と
解
さ
れ
る
所
有
権
移
転
の
請
求
権
で
は
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
と
、
所
有
権
移
転
請

求
権
保
全
の
仮
登
記
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
引
用
す
る
原
判
決
が
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
仮
登
記
を
本
登
記
に
な
し
得
る
地
位
を

譲
渡
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
X
が
Y
に
対
し
直
接
物
件
の
所
有
権
を
取
得
し
た
場
合
な
ら
そ
れ
で
よ
い
が
、
然
ら
ざ
る
本
件
の
場
合
を
中
間
登
記



の
省
略
に
同
意
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
担
当
裁
判
官
、
岡
野
幸
之
助
、
宮
本
勝
美
、
菊
地
博
の
各
氏
．
傍
点
は
す
べ
て
筆
老
）
．

　
本
判
決
で
は
、
中
間
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
登
記
名
義
人
の
同
意
の
要
否
に
つ
い
て
は
何
も
ふ
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
ま
た
判
例
時
報
の
記
載
か
ら
は
、
Y
A
問
の
譲
渡
が
い
か
な
る
原
因
に
よ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
（
A
に
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
察
す
る
と
、
或
い
は
代
物
弁
済
か
？
　
そ
し
て
仮
登
記
を
抹
消
し
な
い
で
X
に
譲
渡
し
た
の
か
）
。

　
な
お
、
本
件
は
．
中
間
者
か
ら
、
中
間
省
略
登
記
請
求
者
に
、
所
有
権
と
と
も
に
、
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
が
移
転
し
て
い
る
と

い
う
点
で
、
最
高
裁
昭
和
四
三
年
一
月
三
〇
日
判
決
（
民
塞
三
巻
二
号
四
四
頁
）
と
類
似
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
ま
た
、
本
判
決
で
は
、
A
か
ら
X
に
移
転
し
た
仮
登
記
が
、
所
有
権
移
転
請
求
権
保
全
の
仮
登
記
（
不
登
法
二
条
2
号
）
で
あ
り
、
所
有
権
保
全

の
仮
登
記
（
不
登
法
こ
条
1
号
）
で
な
い
こ
と
に
、
こ
だ
わ
つ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
は
、
本
来
1
号
の
仮
登
記
を
な
す
べ
き
場
合
に
、
2
号

の
仮
登
記
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
順
位
保
全
の
効
力
に
は
変
り
が
な
い
と
し
た
、
最
高
裁
昭
和
三
二
年
六
月
七
日
判
決
（
民
集
一
一
巻
六
号
九
三
六

頁
〉
と
の
関
係
が
、
問
題
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
こ
で
、
再
び
、
本
節
で
検
討
L
た
八
判
例
を
要
約
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
要
す
る
に
中
間
省
略
登
記
の
請
求
を
認
容
し
た
、
〔
6
〕
、

〔
7
〕
、
〔
8
〕
、
〔
9
〕
、
〔
12
〕
の
各
判
例
を
、
具
体
的
事
案
と
の
関
連
で
考
察
す
る
と
き
、
結
果
が
妥
当
で
な
い
と
断
言
で
き
る
も
の
は
、
一
つ

と
し
て
無
い
と
思
う
。
ま
た
、
中
間
省
略
登
記
の
抹
消
請
求
を
認
め
な
か
つ
た
〔
1
0
〕
も
、
妥
当
な
も
の
と
い
つ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

中
間
省
略
登
記
の
請
求
を
認
め
な
か
つ
た
〔
11
〕
と
〔
1
3
〕
に
は
、
す
く
な
く
と
も
具
体
的
事
案
と
の
関
連
で
み
る
限
り
、
ま
こ
と
に
大
き
な
疑
間

を
感
ず
る
（
〔
1
3
〕
は
、
具
体
的
事
案
が
、
あ
ま
り
ょ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
す
く
な
く
と
も
〔
1
1
〕
に
対
し
て
は
）
。
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か
く
て
、
こ
こ
に
掲
げ
た
近
年
の
判
例
の
分
析
の
結
果
、
す
く
な
く
と
も
、
現
登
記
名
義
人
甲
お
よ
び
中
間
者
乙
が
．
同
意
し
て
い
な
い
と
き

ヤ
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で
も
、
中
間
省
略
登
記
の
請
求
を
認
容
す
べ
き
で
あ
る
場
合
の
存
す
る
こ
と
が
、
実
証
さ
れ
た
も
の
と
信
ず
る
。

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
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考
察
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二
五
）



中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

二
六

（
二
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
未
登
記
物
権
の
性
質
・
効
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
間
省
略
登
記
の
理
論
的
根
拠

　
0
　
さ
て
、
次
に
は
、
観
点
を
か
え
て
、
中
間
省
略
登
記
を
可
能
と
す
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
と
登
記
未
済
の
物
権
の
性
質
な
い
し
効
力
の
問

題
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
こ
と
の
発
端
（
で
あ
る
と
同
時
に
帰
結
で
も

あ
る
？
）
は
、
お
よ
そ
「
中
間
省
略
登
記
」
と
は
、
本
来
何
も
の
で
あ
る
の
か
。
「
中
間
省
略
登
記
」
と
「
不
動
産
物
権
二
重
譲
渡
」
と
は
、
関
連
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を
有
す
る
も
の
な
り
や
否
や
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
も
そ
う
で
あ
つ
た
よ
う
に
、
通
常
、
「
中
間
省
略
登
記
」
と
は
、
不
動
産
物
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権
が
、
甲
か
ら
乙
．
乙
か
ら
丙
と
移
転
さ
れ
た
の
に
、
移
転
登
記
は
、
中
間
者
乙
を
省
略
し
て
、
甲
か
ら
直
接
丙
に
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
定

義
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
で
、
間
題
は
何
も
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
甲
i
乙
i
丙
と
移
転
さ
れ
た
権
利
、
も
し
く
は
乙
が
甲
よ
り
取
得
し
て
丙
に
譲

渡
し
た
権
利
は
、
は
た
し
て
不
動
産
物
権
そ
の
も
の
で
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
（
甲
の
有
し
て
い
た
権
利
も
し
く
は
丙
が
登
記
を
了
し
た
後
に
有
す
る
権
利

と
、
乙
の
権
利
と
は
ど
う
ち
が
う
の
か
）
。
こ
の
中
間
省
略
登
記
の
際
の
乙
の
権
利
と
、
甲
か
ら
乙
に
先
ず
譲
渡
が
あ
り
、
次
ぎ
に
甲
か
ら
丙
に
第
二

の
譲
渡
が
あ
り
、
丙
が
登
記
を
具
備
し
た
場
合
の
乙
の
権
利
、
と
は
、
ど
の
よ
う
な
差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
間
題
は
、
何
ん
と
な
く
わ
か
つ
た
よ
う
な
気
が
す
る
？
　
せ
い
か
、
現
在
で
も
実
は
充
分
明
確
に
は
な
つ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
⇔
　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
間
題
に
対
す
る
、
す
く
な
く
と
も
一
つ
の
答
が
、
実
は
既
に
昭
和
二
五
年
に
、
今
泉
孝
太
郎
教
授
に
よ
つ
て
提
出
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1
）

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
泉
教
授
は
、
「
新
物
権
法
論
」
（
初
版
昭
和
二
五
年
六
月
〔
帝
国
判
例
法
規
出
版
社
〕
）
に
お
い
て
、
次
の
通
り
主
張
さ
れ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
「
さ
て
、
民
法
上
、
中
間
省
略
登
記
の
有
効
な
る
理
由
は
、
裁
判
所
の
説
示
の
如
く
、
登
記
は
、
権
利
変
動
を
公
示
す
る
よ
り
は
、



　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち

む
し
ろ
、
権
利
の
存
在
を
公
示
す
る
方
法
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
民
法
第
一
七
七
条
に
登
記
を
も
つ
て
権
利
変
動
の
対
抗
要
件
（
公
示
方
法
）
と
す

る
趣
旨
と
抵
触
す
る
を
免
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
乙
が
甲
に
対
し
て
有
す
る
登
記
請
求
権
が
、
乙
丙
間
の
物
権
譲
渡
と
と
も
に
、
丙
に
移
転
さ
れ
る

と
解
す
る
ほ
か
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
て
、
甲
が
乙
丙
間
の
譲
渡
を
認
め
る
と
き
は
、
丙
は
甲
に
対
し
登
記
の
協
力
を
求
め
得
る
こ
と
と
な
る
。

元
来
、
乙
丙
間
の
物
権
譲
渡
は
、
甲
が
否
認
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
甲
は
こ
れ
を
否
認
し
て
丙
に
対
し
不
動
産
を
譲
渡
す
る
こ
と
さ

え
で
き
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
二
重
売
買
の
如
く
）
。
甲
は
通
例
と
し
て
登
記
済
証
と
名
義
変
更
の
白
紙
委
任
状
を
引
渡
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
甲
丙
間
に
物
権
移
転
も
成
立
し
得
る
状
態
に
あ
る
か
ら
、
甲
が
乙
丙
間
の
物
権
移
転
を
認
め
る
と
き
は
、
甲
丙
間
に
物
権
移
転
の
登
記
表

示
あ
る
も
、
そ
れ
は
、
虚
偽
表
示
と
は
言
わ
れ
な
い
。
し
か
ら
ば
、
甲
丙
間
の
移
転
登
記
及
び
登
記
原
因
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
」
（
傍
点
原
文
）
。
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右
の
主
張
を
、
筆
者
な
り
に
理
解
し
、
要
約
す
る
と
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
①
乙
丙
間
に
は
（
物
権
譲
渡
と
と
も
に
）
登
記
請
求
権

の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
、
②
甲
丙
間
に
は
、
実
体
上
、
物
権
移
転
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
、
③
し
た
が
つ
て
、
甲
丙
間
の
登
記
は
本
来
、

中
問
省
略
登
記
で
は
な
く
、
そ
の
登
記
の
登
記
原
因
は
、
甲
丙
間
の
譲
渡
で
あ
る
こ
と
、
④
丙
の
甲
に
対
す
る
登
記
請
求
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
、
甲
の
同
意
は
必
要
だ
が
、
乙
の
同
意
は
（
す
く
な
く
と
も
登
記
関
係
の
理
論
上
は
）
必
要
で
は
な
い
こ
と
、
の
四
点
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
昭
和
二
五
年
に
、
こ
の
よ
う
な
主
張
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
卓
見
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
、
筆
者
に
と

つ
て
は
、
充
分
に
理
解
し
難
い
と
こ
ろ
が
残
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
右
の
①
乙
丙
間
の
登
記
請
求
権
（
物
権
と
と
も
に
）
の
譲
渡
、
の
面
か
ら
の

理
論
づ
け
と
、
右
の
②
二
重
譲
渡
に
も
比
す
べ
き
甲
丙
間
の
直
接
的
物
権
移
転
、
の
面
か
ら
の
理
論
づ
け
と
が
、
ど
う
も
充
分
に
は
調
整
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
間
で
あ
る
。
①
の
方
面
の
理
論
づ
け
と
②
の
方
面
の
理
論
づ
け
と
の
中
間
に
、
丙
↓
甲
登
記
請
求
が
認
め
ら

れ
る
の
は
「
甲
が
乙
丙
間
の
譲
渡
を
認
め
る
と
き
に
限
る
」
と
い
う
こ
と
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
も
つ
て
．
両
方

面
か
ら
の
理
論
づ
け
が
、
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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或
い
は
筆
者
の
誤
解
か
も
し
れ
な
い
が
、
①
の
乙
丙
間
登
記
請
求
権
譲
渡
の
方
面
か
ら
の
理
論
づ
け
を
、
お
し
す
す
め
れ
ば
、
「
甲
は
通
例
と
し

て
登
記
済
証
と
名
義
変
更
の
白
紙
委
任
状
を
引
渡
し
て
い
る
」
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
む
し
ろ
、
丙
は
、
登
記
請
求
権
の
面
で
は
乙
と
同
一
の
権

利
を
有
し
、
甲
の
同
意
の
有
無
を
問
わ
ず
、
甲
に
対
す
る
登
記
請
求
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
甲
に
は
、

乙
と
の
間
の
実
体
上
・
取
引
法
上
の
抗
弁
権
（
例
、
乙
の
代
金
未
払
に
ょ
る
）
が
認
め
ら
れ
る
し
、
ま
た
乙
丙
間
の
譲
渡
の
事
実
そ
の
も
の
の
存
在

を
争
そ
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
問
題
を
一
応
切
り
離
し
、
登
記
関
係
上
の
理
論
を
追
及
す
る
と
す
れ
ば
、
甲
は
代
金
全
額
を
受

領
し
（
そ
の
他
、
乙
へ
登
記
を
移
転
す
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
抗
弁
権
な
く
）
、
か
つ
乙
丙
間
の
譲
渡
の
事
実
自
体
が
立
証
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
で
も
、
乙

に
な
ら
登
記
を
移
転
し
て
も
よ
い
が
、
丙
に
移
転
す
る
こ
と
は
拒
絶
す
る
よ
う
な
権
利
を
、
甲
に
認
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
㊧
そ
の
後
、
甲
丙
間
に
、
実
体
上
、
物
権
移
転
が
な
さ
れ
た
と
解
す
る
考
え
方
は
、
香
川
保
一
氏
に
よ
つ
て
も
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

甲
乙
丙
の
「
三
者
間
に
お
い
て
甲
か
ら
直
接
丙
に
所
有
権
移
転
の
登
記
を
す
る
こ
と
の
合
意
を
、
実
質
的
に
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
登
記
の
形
式
の

み
な
ら
ず
、
実
体
上
の
所
有
権
の
移
転
関
係
も
、
正
に
甲
か
ら
丙
に
直
接
所
有
権
を
移
転
す
る
も
の
と
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
…
－
．
従

つ
て
、
こ
の
場
合
の
甲
か
ら
丙
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
は
…
…
中
間
の
乙
の
所
有
権
取
得
の
登
記
を
省
略
し
て
な
さ
れ
る
中
間
省
略
の
登
記
で
は

最
早
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
従
つ
て
、
こ
の
場
合
の
登
記
原
因
は
、
正
に
甲
か
ら
丙
に
直
接
所
有
権
を
移
転
せ
し
め
る
合
意
で
あ
り
、
そ
の
日
付

と
し
て
は
、
そ
の
合
意
の
成
立
し
た
日
を
記
載
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
」
。

　
甲
乙
丙
の
合
意
な
い
し
、
甲
丙
の
合
意
に
対
す
る
乙
の
同
意
が
あ
つ
た
場
合
は
、
右
の
よ
う
に
解
し
得
る
と
し
て
も
、
も
し
乙
の
同
意
の
得
ら

れ
な
い
場
合
は
ど
う
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
き
、
香
川
氏
は
、
「
も
し
、
乙
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
実
体
上
甲
か
ら
丙
に
も
売
買
等
が
な
さ
れ
た
も
の
（
換
言

す
れ
ば
、
甲
か
ら
乙
、
及
び
丙
に
二
重
に
売
買
等
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
．
）
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
甲
か
ら
丙
へ
の
所
有
権
の

移
転
の
登
記
は
、
い
ず
れ
も
実
体
に
合
致
し
た
も
の
と
し
て
、
無
効
と
な
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
あ
る
」
、
と
い
わ
れ
る
。



　
以
上
の
よ
う
に
、
香
川
氏
の
説
は
、
甲
乙
丙
の
合
意
が
得
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
す
く
な
く
と
も
甲
の
同
意
に
よ
つ
て
、
な
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
中

間
省
略
登
記
の
有
効
性
（
実
体
関
係
対
応
性
）
を
、
ま
こ
と
に
巧
妙
に
説
明
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
に
も
、
な
お
、
問
題
が
残
る
も
の
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
①
こ
の
説
の
結
論
に
は
、
乙
の
同
意
は
無
視
さ
れ
得
る
が

（
す
く
な
く
と
も
、
な
さ
れ
た
登
記
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
）
、
甲
の
同
意
（
普
通
に
い
う
中
間
省
略
登
記
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
）
は
常
に
必
要
と
い
う
結

果
に
な
る
が
（
既
存
登
記
の
事
後
評
価
で
も
、
登
記
請
求
で
も
）
、
甲
の
同
意
を
、
そ
れ
程
重
視
す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
（
理
論
上
も
実
際
上
も
）
。
ま
た

②
甲
丙
間
に
、
右
の
よ
う
な
筋
に
よ
り
、
実
体
上
の
物
権
移
転
あ
り
と
の
考
え
方
は
、
や
は
り
単
な
る
「
説
明
」
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
甲
丙
間
登
記
の
登
記
原
因
や
そ
の
日
付
の
確
定
の
た
め
に
は
、
「
説
明
」
を
も
つ
て
足
り
る
と
し
て
も
、
や
は
り
、
か
な
り
現
実
の
社

会
現
象
と
は
ズ
レ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
甲
乙
丙
三
者
の
合
意
の
あ
つ
た
場
合
で
も
、
或
い
は
「
甲
乙
間
の
売
買
及
び
乙
丙
間
の
売

買
を
い
ず
れ
も
解
消
し
て
、
直
接
甲
丙
間
の
売
買
を
成
立
さ
せ
る
」
と
か
、
或
い
は
「
甲
乙
間
及
び
乙
丙
間
の
売
買
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
所
有

権
の
移
転
関
係
の
み
を
甲
か
ら
丙
に
移
転
し
た
も
の
と
す
る
物
権
関
係
の
み
の
合
意
の
成
立
」
と
か
、
い
う
の
は
、
や
は
り
擬
制
的
構
成
・
説
明

の
感
を
禁
じ
得
な
い
し
、
乙
の
同
意
が
な
く
、
甲
か
ら
丙
に
第
二
の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
と
解
す
る
場
合
な
ど
は
、
も
つ
と
現
実
の
取
引
か
ら
遊
離

し
た
構
成
・
説
明
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．
後
者
の
場
合
は
、
実
際
問
題
と
し
て
も
、
二
重
譲
渡
の
場
合
に
第
二
譲
受
人
の
「
悪
意
」
が
問

題
と
さ
れ
て
い
る
近
年
の
傾
向
か
ら
し
て
、
問
題
が
出
る
お
そ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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㊨
　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
基
本
的
に
は
、
や
は
り
、
甲
ー
乙
ー
丙
と
、
順
次
「
何
か
」
が
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
し
、
こ
の
「
何
か
」
を
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明
白
に
す
る
よ
う
に
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
社
会
的
実
体
に
対
応
し
た
正
道
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
向
で
、
問
題
に
せ
ま
ろ
う
と
す
る
者
の
先
駆
者
が
、
実
は
か
の
神
戸
寅
次
郎
教
授
で
あ
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
㈲
　
神
戸
寅
次
郎
教
授
は
．
大
正
三
年
に
「
物
権
変
動
論
－
附
　
白
紙
委
任
状
附
株
式
譲
渡
有
効
論
」
（
法
学
協
会
雑
誌
三
二
巻
五
、
六
号
V
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
二
乳
》



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
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〇
）

　
本
論
文
は
、
登
記
未
済
の
物
権
変
動
に
つ
い
て
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
．
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
の
登
記
未
済
の
物
権
（
相
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

的
物
権
・
未
成
物
権
）
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
み
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
神
戸
教
授
は
、
登
記
未
済
の
物
権
（
相
対
的
物
権
．
未
成
物
権
）
も
譲
渡

さ
れ
得
る
も
の
と
さ
れ
、
し
か
し
て
、
こ
の
相
対
的
物
権
が
譲
渡
さ
れ
る
と
き
は
、
同
時
に
対
抗
要
件
を
得
さ
せ
る
べ
き
債
権
が
、
相
対
的
物
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

と
不
可
分
の
関
係
に
お
い
て
譲
渡
さ
れ
る
（
相
対
的
物
権
と
対
抗
権
を
得
せ
し
め
る
債
権
と
は
「
相
合
し
て
一
個
の
財
産
権
を
形
成
す
る
」
）
も
の
と
い
わ
れ

る
。
た
と
え
ば
、
乙
が
甲
よ
り
相
対
的
物
権
を
取
得
し
、
そ
の
相
対
的
物
権
を
丙
に
譲
渡
し
、
丙
が
甲
と
共
同
し
て
登
記
の
申
請
を
な
し
、
対
抗

要
件
を
具
え
た
物
権
（
「
純
然
た
る
物
権
」
・
「
絶
対
的
物
権
」
）
を
取
得
し
た
場
合
、
甲
乙
間
お
よ
び
乙
丙
間
に
変
動
し
た
権
利
は
相
対
的
物
権
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

が
、
甲
丙
間
に
変
動
し
た
権
利
は
「
純
然
た
る
物
権
」
（
「
絶
対
的
物
権
」
）
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
神
戸
教
授
の
論
文
で
は
、
特
に
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
は
、
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
右
の
論
述
を
読
む
者
は
、
こ
れ
は
、
中
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

省
略
の
登
記
を
正
面
か
ら
認
め
る
理
論
に
結
び
つ
か
な
い
か
と
、
連
想
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
甲
－
乙
、
乙
ー
丙
と
、
登
記
未
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

物
権
（
「
相
対
的
物
権
」
・
「
未
成
物
権
」
）
が
、
甲
に
対
す
る
登
記
請
求
権
と
と
も
に
譲
渡
さ
れ
る
、
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
た
め
て
、
特
に
乙
の
登
記

を
省
略
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
の
（
相
対
的
物
権
と
登
記
請
求
権
と
が
、
甲
乙
間
、
乙
丙
間
に
有
効
に
移
転
し
た
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
で
は
な
く
）
、
甲

お
よ
び
乙
の
同
意
を
得
な
い
で
も
、
丙
は
、
当
然
に
、
甲
↓
丙
登
記
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
す
く
な
く
と
も
、
理
論
的

な
筋
と
し
て
は
）
。

　
も
つ
と
も
、
甲
i
乙
－
丙
と
移
転
し
た
権
利
が
、
「
純
然
た
る
物
権
」
で
は
な
く
、
「
相
対
的
物
権
」
（
「
未
成
物
権
」
）
で
あ
る
と
し
て
も
．
そ
の

権
利
を
前
提
と
し
て
登
記
の
申
請
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
権
利
で
あ
り
、
乙
は
、
み
ず
か
ら
登
記
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
得
ら
れ
る
権
利
を
保
有
し

て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
乙
を
省
略
し
て
、
甲
↓
丙
登
記
を
す
る
の
は
、
中
間
省
略
登
記
に
外
な
ら
ず
、
そ
れ
が
是
か
非
か
は
、
神
戸
説

に
よ
つ
て
も
、
特
に
明
白
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

神
戸
説
は
、
甲
↓
丙
登
記
が
、
理
論
上
可
能
（
し
か
も
、
筆
者
の
理
解
で
は
、
甲
の
同
意
も
乙
の
同
意
も
得
な
い
で
も
）
な
こ
と
・
背
理
で
は
な
い
こ
と
、



を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
登
記
制
度
の
建
前
お
よ
び
現
実
の
不
動
産
取
引
の
実
態
と
の
関
係
に
お
け
る
、
そ
の
是
非
の
論
は
、
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
補
註
2
〕

途
、
制
度
論
な
い
し
政
策
論
と
し
て
研
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
（
本
稿
三
節
㈲
に
一
言
し
た
通
り
）
。

　
㈹
　
と
も
あ
れ
、
神
戸
教
授
は
、
純
粋
理
論
的
に
、
中
間
省
略
登
記
の
理
論
的
な
合
理
性
を
論
証
（
す
る
重
大
な
ヒ
ソ
ト
を
与
え
ら
れ
た
）
さ
れ
た

も
の
と
い
い
得
よ
う
。
そ
こ
で
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
純
粋
理
論
的
論
証
が
、
現
在
の
不
動
産
取
引
の
社
会
的
実
態
と
即
応
す
る
も
の
か

ど
う
か
を
、
実
証
的
に
検
証
す
る
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
幾
代
教
授
が
、
甲
ー
乙
－
丙
間
の
実
体
的
法
律
関
係
を
、
当
事
者
の
意
思
や
客
観
的
状
況
等
に
応
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
把
握
す
べ
き
だ
と
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
方
の
極
に
は
、
甲
か
ら
乙
が
完
全
に
所
有

権
を
取
得
し
、
こ
れ
を
さ
ら
に
丙
へ
完
全
に
移
転
し
終
え
た
と
い
う
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
方
の
極
に
は
、
甲
に
対
し
て
乙
は
所
有
権
移
転

の
債
権
（
当
然
に
、
そ
れ
と
と
も
に
、
移
転
登
記
請
求
権
）
を
取
得
し
、
こ
の
債
権
を
丙
に
譲
渡
し
た
と
い
う
べ
き
場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
両
極

の
中
澗
の
種
々
の
場
合
が
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
、
ま
た
見
方
を
か
え
る
と
、
甲
が
乙
に
、
移
転
登
記
に
必
要
な
書
類
を
渡
し
た
場
合

に
は
、
甲
は
そ
の
不
動
産
所
有
権
を
自
由
に
処
分
す
る
代
理
権
を
乙
に
授
与
し
、
こ
の
代
理
権
が
乙
か
ら
丙
へ
と
移
転
す
る
と
い
う
構
成
も
、
そ

れ
ほ
ど
無
理
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
つ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
甲
ー
乙
ー
丙
と
、
い
か
に
し
て
、
ど
ん
な
権
利
が
移
転
す
る
の
か
、
の
解
明
に
は
、
法
解
釈
学
と
法
社
会
学
と

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

の
共
働
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
1
）
　
今
泉
孝
太
郎
著
「
新
物
権
法
論
」
は
、
昭
和
四
二
年
一
月
に
、
改
訂
新
版
「
物
権
法
論
」
が
刊
行
さ
れ
た
（
泉
文
堂
）
。
た
だ
し
、
中
間
省
略
登
記
に
関
す
る
こ
の
部
分
は
（
初
版

二
六
頁
．
改
訂
新
版
四
一
頁
1
四
二
頁
）
、
「
新
物
権
法
論
」
初
版
以
来
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
（
本
文
の
引
用
は
新
版
か
ら
）
。

（
2
）
　
香
川
保
一
「
中
間
省
略
の
登
記
請
求
権
の
有
無
」
（
〔
4
〕
判
例
の
研
究
）
登
記
研
究
二
二
二
号
七
頁
以
下
、
特
に
二
二
頁
、
一
四
頁
。

（
3
）
　
神
戸
寅
次
郎
教
授
の
こ
の
論
文
は
、
後
に
「
民
法
論
纂
」
に
収
録
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
四
五
年
二
月
、
慶
大
法
学
研
究
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
神
戸
寅
次
郎
著
作
集
（
下
ご
に
収

録
さ
れ
て
い
る
．
こ
こ
で
は
、
「
著
作
集
（
下
）
」
の
頁
で
引
用
す
る
。

　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
　
　
（
三
一
）



　
　
　
中
間
省
略
登
記
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
三
二
）

（
4
）
　
本
論
文
全
体
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
俊
行
「
民
法
制
定
よ
り
神
戸
先
生
に
至
る
物
権
変
動
論
」
法
学
研
究
三
八
巻
一
号
（
神
戸
記
念
号
）
一
二
二
頁
以
下
参
照
。

（
5
）
　
神
戸
「
白
紙
委
任
状
論
」
二
〇
四
頁
－
二
〇
五
頁
。

（
6
）
　
神
戸
「
物
権
変
動
論
」
二
四
五
頁
i
二
四
六
頁
。

（
7
）
林
脇
ト
シ
子
教
授
に
よ
つ
て
、
す
で
に
、
こ
の
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
　
（
林
脇
「
神
戸
先
生
の
『
白
紙
委
任
状
論
』
」
法
学
研
究
三
八
巻
一
号
〔
神
戸
記
念
号
〕
一
八
O

　
頁
）
。

（
8
）
　
神
戸
教
授
の
い
う
、
「
相
対
的
物
権
」
（
「
未
成
物
権
」
）
の
意
味
と
か
、
登
記
請
求
権
の
根
拠
と
か
、
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
大
い
に
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ

　
れ
に
及
ぶ
余
裕
は
な
い
の
で
割
愛
す
る
。

（
9
）
幾
代
「
登
記
請
求
権
に
お
け
る
実
体
法
と
手
続
法
四
」
民
商
法
雑
誌
五
六
巻
四
号
五
四
二
頁
－
五
四
三
頁
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）
二
月
二
〇
日
稿
1

〔
補
註
1
〕
　
山
本
進
一
「
主
文
に
登
記
原
因
の
明
示
の
な
い
判
決
に
よ
る
中
間
省
略
登
記
の
可
否
」
不
動
産
登
記
先
例
百
選
四
二
頁
以
下
参
照
。

〔
補
註
2
〕
　
移
転
登
記
手
続
を
命
ず
る
判
決
の
承
継
執
行
に
つ
き
、
石
川
明
「
判
決
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記
申
請
の
受
否
に
つ
い
て
」
不
動
産
登
記
先
例
百
選
一
九
四
頁
以
下
参
照
．


